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続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
内
航
船
の
輸

送
効
率
化
を
図
る
た
め
、

革
新
的
な
省
エ
ネ
性
能
の

高
い
設
計
・
建
造
等
を
引

き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

●
家
庭
・
業
務
部
門　
　

　

に
お
け
る　
　
　
　

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

家
庭
部
門
に
お
い
て

は
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
や
冷
蔵

庫
等
の
家
電
や
、
断
熱
材

や
複
層
ガ
ラ
ス
等
の
建
材

と
い
っ
た
特
定
の
対
象
機

器（
特
定
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

機
器
）
の
高
効
率
化
・
高

性
能
化
を
製
造
事
業
者

や
輸
入
事
業
者
に
対
し
て

促
す
と
と
も
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
の
表
示
を

求
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り

省
エ
ネ
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

直
近
で
は
、
二
〇
二
〇

年
七
月
に
ガ
ス
・
石
油
温

水
機
器
、
八
月
に
磁
気
デ

ィ
ス
ク
装
置
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
等
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
査
会
の
各
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
て
取
り

ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
売
事
業
者
表

示
制
度
に
つ
い
て
も
見
直

し
を
行
い
二
〇
二
〇
年
十

一
月
よ
り
、
対
象
機
器
の

う
ち
今
後
基
準
の
見
直
し

を
予
定
し
て
い
る
エ
ア
コ

ン
、
テ
レ
ビ
を
除
く
十
八

機
器
に
つ
い
て
新
た
な
省
エ

ネ
性
能
表
示
（
統
一
省
エ

い
た
よ
り
先
進
的
な
省
エ

ネ
設
備
・
機
器
等
の
導
入

に
向
け
、
新
た
な
類
型
を

設
け
て
支
援
を
行
う
べ

く
、予
算
要
求
中
で
す
。

　

他
に
も
、
全
国
に
中
小

企
業
等
に
向
け
た
省
エ
ネ

の
取
組
に
係
る
支
援
窓
口

を
構
築
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
状
況
の
把
握
か
ら
省
エ

ネ
計
画
の
策
定
・
実
施
・

見
直
し
ま
で
、
経
営
状
況

も
踏
ま
え
た
き
め
細
か
な

省
エ
ネ
相
談
等
を
通
じ
て

省
エ
ネ
の
取
組
を
促
進
し

て
お
り
、今
後
は
、自
家
消

費
用
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
含
め
た
最

適
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
運
輸
部
門　
　
　
　

　

に
お
け
る　
　
　
　

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

運
輸
部
門
は
最
終
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
に
お
い
て

約　

％
を
占
め
て
お
り
、

２３
乗
用
車
等
の
燃
費
改
善
や

物
流
・
交
通
流
の
効
率
化

と
い
っ
た
省
エ
ネ
の
取
組
が

重
要
で
す
。

　

特
に
乗
用
車
の
燃
費

は
、省
エ
ネ
法
に
基
づ
く
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
（
家
電

や
自
動
車
な
ど
の
メ
ー

カ
ー
等
に
対
し
て
、
目
標

年
度
ま
で
に
制
度
の
対
象

機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
等
に
つ
い
て
の
基
準

を
達
成
す
る
こ
と
を
求
め

る
制
度
）
に
よ
る
規
制
等

に
よ
り
、
大
幅
に
改
善
し

て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
四
月
に

は
、
次
世
代
自
動
車
の
普

及
を
見
込
ん
だ
新
た
な
燃

費
基
準
が
施
行
さ
れ
、
Ｅ

Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ
が
新
た
に
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
対
象

に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
た
な
基
準
で
は
、

二
〇
三
〇
年
度
を
目
標

年
度
と
し
て
、
二
〇
一
六

年
度
燃
費
実
績
比
で　
３２

％
の
燃
費
改
善
を
求
め
て

お
り
、
極
め
て
野
心
的
な

目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
物
流
の
効
率
化

に
関
し
て
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
で
効
率
化
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
関

係
者
が
連
携
し
て
輸
送
シ

ス
テ
ム
の
共
通
化
を
図
る

と
も
に
、
新
技
術
を
活
用

し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
の
効
率
化
を
図
る
取

組
の
実
証
に
つ
い
て
関
係

省
庁
と
連
携
し
て
新
た
に

支
援
し
て
行
き
ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
効
率

化
を
図
る
こ
と
や
電
子
化

が
進
む
自
動
車
を
適
切
に

整
備
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
引
き

に
一
九
七
九
年
に
制
定
さ

れ
、
数
度
に
わ
た
り
改
正

さ
れ
て
き
た
省
エ
ネ
法
は
、

工
場
等
を
設
置
す
る
事

業
者
に
対
し
、
工
場
等
判

断
基
準
に
示
さ
れ
た
省
エ

ネ
取
組
の
実
施
を
求
め
る

と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
原
単
位（
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
生
産
数
量
等
で

除
し
た
数
値
）
の
年
平
均

１
％
以
上
の
低
減
を
努

力
目
標
と
し
て
定
め
、省
エ

ネ
取
組
を
促
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
原
油
換
算
で
年
間

１
�
５
０
０
�
以
上
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
者

は
、
省
エ
ネ
法
上
の
届
け

出
が
必
要
で
あ
り
、
特
定

事
業
者
と
し
て
指
定
さ

れ
、
毎
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
状
況
等
を
国
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

原
単
位
の
年
平
均
１
％

低
減
の
目
標
に
加
え
て
、

業
種
・
分
野
別
に
事
業
者

が
中
長
期
的
に
達
成
す
べ

き
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

等
の
目
標
（
各
業
界
で
上

位
一
〜
二
割
の
事
業
者
が

満
た
す
水
準
）を
設
定
し
、

省
エ
ネ
努
力
を
促
す
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
制
度
（
産
業
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
）
を
二

〇
〇
九
年
度
よ
り
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
制
度
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
大
き

い
製
造
業
だ
け
で
な
く
、

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
業
に
も

対
象
を
拡
大
し
て
お
り
、

産
業
・
業
務
部
門
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
約　

％
を

７０

カ
バ
ー
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
多

消
費
産
業
等
に
お
け
る
国

際
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
の
水
準
等
も
踏
ま
え

つ
つ
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
目
標
・

指
標
の
見
直
し
を
行
う
と

と
も
に
、
目
標
達
成
に
向

け
て
努
力
す
る
事
業
者
を

評
価
で
き
る
よ
う
、
制
度

の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

事
業
者
の
省
エ
ネ
取
組

に
対
す
る
支
援
策
と
し
て

は
、事
業
者
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
改
善

に
係
る
設
備
投
資
等
に
つ

い
て
、
令
和
二
年
度
当
初

予
算
及
び
令
和
元
年
度

補
正
予
算
に
よ
り
、
省
エ

ネ
設
備
投
資
に
係
る
費

用
の
一
部
を
支
援
し
ま
し

た
。

　

令
和
三
年
度
に
お
い
て

は
、
革
新
的
な
技
術
を
用

に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
二
〇
五

〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
て
、
省
エ

ネ
は
一
層
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

徹
底
し
た
省
エ
ネ
の
推

進
に
向
け
て
、
引
き
続
き

省
エ
ネ
法
に
よ
る
規
制
と

補
助
金
や
税
制
に
よ
る
支

援
策
の
両
面
で
省
エ
ネ
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

●
産
業
・
業
務
部
門　
　

　

に
お
け
る　
　
　
　

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
を
契
機

ル
ギ
ー
消
費
）
を　

％
程

３５

度
改
善
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
後
の
二

十
年
間
に
我
が
国
が
総
力

を
挙
げ
て
達
成
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
改
善

が　

％
で
す
か
ら
、
既
に

３５
相
当
の
省
エ
ネ
努
力
を
行

っ
て
き
た
我
が
国
に
と
っ
て

大
変
野
心
的
な
見
通
し
と

言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し

●
我
が
国
の　
　
　
　

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

　

長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

見
通
し
に
お
い
て
は
、二
〇

一
三
年
度
か
ら
二
〇
三

〇
年
度
ま
で
に
、
最
終
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
対
策
前

比
で
原
油
換
算
５
�
０
３

０
万
�
程
度
削
減
す
る
こ

と
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
当
た
り
の
最
終
エ
ネ
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4 面
環境省

加藤　聖氏

6面
環境省

小笠原　靖氏

6面
経済産業省
縄田　俊之氏

2面
経済産業省
谷　浩氏

5面
カーボンリサイクル

ファンド
橋口　昌道氏

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
も
省
エ
ネ
の
推
進
は
引
き
続
き
重

要
」と
語
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
江
澤
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
。わ
が
国
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
、
産
業
・
業
務
、
運
輸
、
家
庭
・
業
務
各
部
門
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

各
部
門
で
徹
底
し
た
省
エ
ネ
を

経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

江
澤　

正
名

4 面
経済産業省
川口　征洋氏

発行人 （株）経済新報社 代表取締役 高橋常郎発行人　（株）経済新報社　代表取締役　高橋常郎
電話 080（5175）6079 eメール keisansp@jcom.z電話 080（5175）6079　eメール　keisansp@jcom.zaq.ne.jpaq.ne.jp

ホームページ http://www.keisanshinpou.comホームページ　http://www.keisanshinpou.com

2050 年 カーボンニュートラルの実現に向けて省エネの推進は引き続き重要

ネ
ラ
ベ
ル
等
）の
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
に
つ
い

て
は
二
〇
一
九
年
よ
り
基

準
見
直
し
に
つ
い
て
審
議

を
継
続
し
て
お
り
、
基
準

見
直
し
後
、
新
た
な
省
エ

ネ
性
能
表
示
を
運
用
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
制
度
の
見
直

し
等
を
通
じ
て
、
事
業
者

に
お
け
る
省
エ
ネ
製
品
の

開
発
・
普
及
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
物
の
省
エ

ネ
性
能
を
高
め
る
た
め
、

住
宅
・
ビ
ル
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
は

大
幅
な
省
エ
ネ
を
実
現
し

た
上
で
、再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
り
、
年
間
で
消

費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を

収
支
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
住
宅
・
建
築
物

で
す
。

　

政
府
目
標
と
し
て
掲
げ

て
い
る
、「
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
新
築
住
宅
の
平
均
で

Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
実
現
を
目
指

す
」「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に

新
築
建
築
物
の
平
均
で
Ｚ

Ｅ
Ｂ
の
実
現
を
目
指
す
」

と
い
う
目
標
達
成
に
向

け
、経
済
産
業
省
で
は
、引

き
続
き
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ

普
及
に
向
け
、
関
係
省
庁

と
も
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

●
結
び

　

ま
た
、
二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て
も
、
省
エ

ネ
の
推
進
は
引
き
続
き
重

要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
に

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た

取
組
を
積
極
的
に
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

8 面
経済産業省
清水淳太郎氏

今 号 の 主 な 登 場 者

2 面
経済産業省
柴田　敬司氏

革
新
的
・
先
進
的
な
省
エ
ネ
設
備
・
機
器
等
の
導
入
促
進

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
制
度
見
直
し
、努
力
す
る
事
業
者
を
評
価

Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ
が
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
対
象
に

　

機
器
に
つ
い
て
新
た
な
省
エ
ネ
性
能
表
示
の
運
用
開
始

１８
住
宅
・
ビ
ル
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
で
大
幅
な
省
エ
ネ
を
実
現

統一省エネラベル　新旧イメージ（冷蔵庫）
旧 新

シンプルに

多段階評価点
5.0 ～ 1.0 までの★（星マーク）
41段階で表示。

■エネルギー使用状況の推移（イメージ）
エネルギー使用量

時間軸　
現在 2030 2050

省エネ

化石
エネルギー

非化石導入拡大

残存する
CO2

ＣＣＵＳ等
将来に向けて必要な技術

＜規制と支援＞
エネルギー使用原単位の年 1％改善
産業・業務ベンチマーク、機器・建材トップランナー
燃費規制、EV・モーダルシフト
産業構造転換・省エネ投資

再エネ電気、水素、バイオマス、原子力などの
非化石エネルギーの拡大



２０２０年（令和２年）１２月７日　　　　　   （2）

は
、
鋳
物
（
エ
ン
ジ
ン
）、

鍛
造
品
（
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
）、
金
属
プ
レ
ス

品
（
ボ
デ
ィ
）
な
ど
多
く

の
素
形
材
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
家
電
製
品
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
製
品
に
素
形
材

が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
素
形
材
の
製
造
に

い
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
業
種
と
し

て
は
、
銑
鉄
鋳
物
、
非
鉄

鋳
物
、
ダ
イ
カ
ス
ト
、
鍛

造
、
金
属
プ
レ
ス
、
粉
末

冶
金
、熱
処
理
、金
型
、鋳

造
・
鍛
造
機
械
等
が
こ
れ

に
該
当
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
自
動
車
に

　
「
素
形
材
」
と
は
一
般

に
な
じ
み
の
薄
い
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。

　

素
形
材
産
業
と
は
、
金

属
な
ど
の
素
材
に
鋳
造

あ
る
い
は
塑
性
加
工
と

い
っ
た
方
法
に
よ
っ
て

形
状
を
与
え
て
組
立
産

業
に
供
給
す
る
産
業
を

経　産　新　報
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［素形材産業］ 経　産　新　報

http://sokeizai.or.jp

Eメール :mail@sokeizai.or.jp

　

素
形
材
産
業
は
、
我
が

国
も
の
づ
く
り
産
業
を

足
下
で
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、

・
通
商
貿
易
問
題
、
デ
ジ

タ
ル
化
、
気
候
変
動
な

ど
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
自

動
車
や
産
業
機
械
の
業

界
も
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
急
変
、

・
少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
の
、
人
手
不
足
の
深
刻

化
、

・
そ
し
て
、「
型
（
か
た
）

や
、
生
産
活
動
に
必
要
な

部
材
の
不
足
な
ど
、
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
雇

用
・
事
業
・
生
活
を
守
る

た
め
の
実
質
無
利
子
・
無

担
保
融
資
な
ど
支
援
や
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

多
元
的
・
強
靱
な
も
の
に

し
て
い
く
た
め
の
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
、
再
び
確
か
な
成
長
軌

大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響

　

日
本
経
済
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

四
〜
六
月
期
の
実
質
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
、
前
期
比
年
率
マ

イ
ナ
ス　

・
１
％
と
、

２８

業
界
の
皆
様
に
は
、
我
が

国
産
業
の
発
展
の
た
め

に
日
頃
か
ら
ご
尽
力
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
、
栄
え
あ

る
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆

様
方
に
は
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
あ

た
り
、
一
言
お
祝
い
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
素
形
材
セ
ン

タ
ー
青
木
会
長
は
じ
め
、

　

は
じ
め
に

　

第　

回
素
形
材
月
間

２６

記
念
式
典
の
開
催
に
あ

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
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第
二
十
六
回
素
形
材
月
間
記
念
式
典
祝
辞

経
済
産
業
省　

大
臣
官
房
審
議
官

（
製
造
産
業
局
担
当
）
柴
田　

敬
司

人材育成事業 人材育成事業

セミナー

日本のものづくりを支える素形材産業日本のものづくりを支える素形材産業

普及啓発事業 普及啓発事業

素形材月間記念式典素形材月間記念式典

各種セミナー（技術セミナー）

予告 第 37回素形材産業技術賞予告　第 37回素形材産業技術賞
令和 3年 3月から募集開始　　　令和 3年 3月から募集開始

賛助会員を募集しています。
セミナー参加費などの特典
があります。加入申し込みは、
ホームページからもできます。
　URL    http://sokeizai.or.jp

賛助会員募集中賛助会員募集中

素形材産業の振興に関する次の事業に取り組んでいます。

月刊誌及び出版物

機械振興会館 301号室

　

経
済
産
業
省
で
は
、
素
形
材
産
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
、
素
形
材
及
び
「
も
の
づ
く
り
」

の
重
要
性
を
一
般
に
普
及
・
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
十
一
月
を
「
素
形
材
月
間
」
と
し

て
お
り
、
今
年
二
十
六
年
目
を
迎
え
た
。
一
般
財
団
法
人
素
形
材
セ
ン
タ
ー
で
は
十
一
月
五
日

（
木
）、
令
和
二
年
度
「
第
二
十
六
回
素
形
材
月
間
記
念
式
典
」
を
機
械
振
興
会
館
大
ホ
ー
ル
（
東

京
都
港
区
）
に
お
い
て
経
済
産
業
省
、
素
形
材
関
連
団
体
等
の
来
賓
を
は
じ
め
、
多
数
の
参
加
者

を
得
て
開
催
し
た
。
式
典
は
青
木
宏
道
素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
の
挨
拶
の
後
、
素
形
材
産
業
技
術

賞
表
彰
、
素
形
材
産
業
優
良
従
業
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
経
済
産
業
省
の
柴
田
敬
司
大
臣
官
房
審

議
官
（
製
造
産
業
局
担
当
）
及
び
関
連
団
体
を
代
表
し
て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
金
属
プ
レ
ス
工

業
協
会
の
�
木
龍
一
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
特
集
に
当
り
、
経
済
産
業
省
の
谷
浩
素
形
材
産
業

室
長
に
同
産
業
の
現
状
と
課
題
を
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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一般財団法人 素形材センター

　優秀な素形材産業技術の開発により、わが国素
形材産業の技術水準の進歩向上に著しく貢献した
技術の開発者を表彰。特に優れた開発技術には、
これまで素形材関連の学・業界として唯一、経済
産業大臣賞が授与。

経済産業大臣賞　表彰状（上）
同賞　副賞盾（左）

一般財団法人素形材センター　青木会長　挨拶

・
技
能
を
有
す
る
外
国
人

材
を
雇
用
で
き
る
「
特
定

技
能
外
国
人
材
制
度
」、

・
型
問
題
の
適
正
化
に
向

け
た
考
え
方
の
整
理
や
、

各
業
界
へ
の
働
き
か
け
、

・
事
業
者
の
行
う
技
術
開

発
へ
の
支
援
や
、
高
度
な

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
技
術
の

開
発

な
ど
、
様
々
な
施
策
を
講

じ
て
お
り
、
引
き
続
き
、

素
形
材
産
業
の
発
展
、
ひ

い
て
は
日
本
の
も
の
づ

く
り
産
業
の
振
興
に
寄

与
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

受
賞
者
へ
の
言
葉

　

本
日
、「
素
形
材
産
業

　

技
術
賞
」、「
素
形
材
産

業　

優
良
従
業
員
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
改
め

て
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
大
臣
賞
を

は
じ
め
、「
技
術
賞
」
の

特  集

月刊誌「素形材」

素形材年鑑

素
形
材
産
業
の
現
状
と
展
望

素
形
材
産
業
の
現
状
と
展
望

経済産業省
製造産業局

素形材産業室長

谷　浩

工場見学（技術研修）

　

一
般
社
団
法
人

　
　
　
　
　

日
本
金
属
プ
レ
ス
工
業
協
会
会
長

�
木　

龍
一
氏

も
に
、
是
非
、
日
本
の
素

形
材
産
業
や
そ
の
技
術

の
素
晴
ら
し
さ
を
世
の

中
に
広
め
る
旗
振
り
役

と
し
て
、
広
く
ご
活
躍
頂

け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
素
形
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
素
形

材
産
業
各
業
界
の
連
携

が
さ
ら
に
進
展
す
る
よ

う
、
そ
の
結
節
点
と
し

て
、
引
き
続
き
御
尽
力
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
語

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

素
形
材
産
業
・
関
連
業
界

の
益
々
の
ご
発
展
、
本
日

御
出
席
の
皆
様
方
の
一

層
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

各
賞
を
受
賞
さ
れ
た
技

術
は
、
い
ず
れ
も
、
受
賞

者
の
皆
様
の
並
々
な
ら

ぬ
努
力
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
、
分
野
横
断
的
な
知

見
を
結
集
し
、
そ
し
て
、

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
素

晴
ら
し
い
技
術
ば
か
り

で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

皆
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
成
果
が
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
も
の
づ
く
り
の

競
争
力
を
支
え
て
い
く

と
、
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
従
業
員
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
に

も
、
そ
の
ご
功
績
と
真
摯

な
取
組
に
対
し
、
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

受
賞
者
の
皆
様
に
は
、

革
新
的
な
技
術
へ
の
挑

戦
や
、
業
界
の
発
展
を
引

き
続
き
リ
ー
ド
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
と

内
容
を
取
り
ま
と
め
た

「
未
来
志
向
型
・
型
管
理

の
適
正
化
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
公

表
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
に
は
「
型

取
引
の
適
正
化
推
進
協

議
会
」
を
設
置
し
て
型
の

廃
棄
時
期
や
保
管
費
用

項
目
の
目
安
を
含
む
型

取
引
の
基
本
的
考
え
方

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年

二
月
に
は
、
素
形
材
産
業

取
引
適
正
化
委
員
会
を

設
置
し
、「
素
形
材
産
業

取
引
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

改
正
案
や
普
及
の
た
め

の
対
応
策
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
手
不
足
の
解

消
に
向
け
、
二
〇
一
八
年

十
二
月
に
入
管
法
が
改

正
さ
れ
「
特
定
技
能
外
国

人
材
制
度
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
四

月
か
ら
特
定
技
能
外
国

人
材
の
受
入
れ
が
開
始

さ
れ
、
当
省
関
連
で
は

「
素
形
材
産
業
」「
産
業

機
械
製
造
業
」「
電
気
・

電
子
情
報
関
連
産
業
」
が

当
制
度
を
活
用
し
、
外
国

人
材
の
雇
用
を
進
め
る

取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
既
に
素
形
材
産

業
に
は
七
百
人
を
超
え

る
特
定
技
能
外
国
人
材

が
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
素
形
材
企
業

の
中
核
を
担
う
人
材
の

確
保
を
支
援
す
る
た
め

に
、工
業
大
学
、高
専
、工

業
高
校
と
企
業
と
の
接

点
を
増
や
す
た
め
の
施

策
を
講
じ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
の
他
、

素
形
材
企
業
が
有
す
る

高
い
�
技
術
�
を
�
価

値
�
と
表
現
す
る
た
め
の

方
策
の
検
討
な
ど
、
こ
れ

か
ら
も
素
形
材
産
業
が

発
展
し
て
い
く
た
め
の

各
種
の
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

企
業
数
と
比
べ
て
絶
対

的
に
多
く
（
総
出
荷
額

九
・
七
兆
円
、
従
業
員
数

四
十
四
万
人
、
事
業
所
数

二
・
九
万
社
）、
企
業
規

模
が
小
さ
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
自
動
車
の
自
走

行
、
Ｅ
Ｖ
化
し
て
い
く
中

で
、
素
形
材
製
品
の
主
要

構
成
要
素
と
し
て
の
エ

ン
ジ
ン
の
需
要
が
喪
失

す
る
と
い
う
こ
と
で
市

場
縮
小
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
や
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
る
国
内
需
要
の
縮
小
、

働
き
手
不
足
な
ど
、
わ
が

国
の
素
形
材
産
業
は
、

様
々
な
課
題
を
か
か
え

て
い
ま
す
。

　

素
形
材
産
業
の
経
営

基
盤
を
強
化
す
る
た
め

に
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
内
の
適
正
な
取
引
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り

資
源
の
最
適
配
分
を
実

現
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

二
〇
一
六
年
九
月
に

発
表
し
た
「
未
来
志
向
型

の
取
引
慣
行
に
向
け
て
」

（
世
耕
プ
ラ
ン
）
を
昨
年

度
に
改
訂
し
、
現
在
五
つ

の
重
点
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
課
題
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
た
型
管
理
の

適
正
化
に
関
し
て
、
二
〇

一
七
年
七
月
に
、
型
の
廃

棄
、
保
管
料
支
払
い
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
整
備
等
、
今
後

事
業
者
が
型
管
理
の
適

正
化
を
強
化
し
て
い
く

た
め
の
具
体
的
な
取
組

高
精
度
の
金
型
が
大
量

に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
素
形
材
産
業

は
、
日
本
の
製
造
業
を
支

え
る
重
要
な
サ
ポ
ー
テ

ィ
ン
グ
・
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

　

素
形
材
産
業
の
生
産

金
額
は
、
二
〇
〇
八
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
で
半
減
し
た
も
の

の
、
二
〇
一
〇
年
に
は

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

前
の
八
割
程
度
ま
で
回

復
し
、
以
降
、
ほ
ぼ
同
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
素
形
材
産

業
も
大
き
な
影
響
を
受

け
、
四
、
五
月
は
半
減
し

た
も
の
の
、
七
月
以
降

は
、
主
に
自
動
車
産
業
の

回
復
に
伴
い
、
素
形
材
産

業
も
徐
々
に
回
復
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

わ
が
国
の
素
形
材
産

業
は
、
高
品
質
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
高
い
生
産
管

理
能
力
に
よ
り
、
高
精
度

の
製
品
を
長
期
間
に
わ

た
り
安
定
し
て
供
給
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車

や
産
業
機
械
、
電
気
電
子

な
ど
我
が
国
を
代
表
す

る
産
業
を
支
え
る
重
要

な
基
盤
産
業
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
素
形

材
産
業
は
、
川
上
で
あ
る

鉄
鋼
や
非
鉄
金
属
な
ど

の
素
材
メ
ー
カ
ー
と
川

下
の
自
動
車
・
産
業
機

械
・
情
報
通
信
機
器
な
ど

の
最
終
製
品
メ
ー
カ
ー

に
挟
ま
れ
た
川
中
産
業

で
あ
り
、
川
上
、
川
下
の

日
本
の
製
造
業
を
支
え
る
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

経
営
基
盤
を
強
化
に
適
正
取
引
を
確
保

人
手
不
足
解
消
に
外
国
人
材
の
雇
用
を

工
業
大
学
、高
専
、工
業
高
校
と
の
接
点
を
増
や
す

る
中
で
、
今
年
も
こ
の
よ

う
に
式
典
が
開
催
で
き

た
こ
と
は
、
関
係
者
の
皆

様
方
の
御
努
力
の
賜
で

あ
り
、
私
た
ち
と
し
て
も

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を

超
え
る
大
幅
な
下
落
と

な
り
ま
し
た
。

　

素
形
材
産
業
を
含
む

製
造
業
も
、
需
要
の
激
減

道
へ
と
回
復
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
、
最
重
要
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

素
形
材
産
業
の
現　

　

状
と
経
産
省
の
取
組

取
引
・
型
（
か
た
）
管
理

の
問
題
」
を
は
じ
め
と
し

た
取
引
上
の
問
題
も
続

く
な
ど
、

多
く
の
経
営
課
題
に
も

直
面
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、

第 36回素形材産業技術賞表彰式での記念撮影：令和 2年 11月 5日（木）　於　機械振興会館

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六六
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素素
形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形形
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念念
式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式式
典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典典
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞辞

第
二
十
六
回
素
形
材
月
間
記
念
式
典
祝
辞

今年度はオンラインで実施中

深
刻
な
人
手
不
足
や「
型
管
理
問
題
」等
の
課
題
に
直
面

競
争
力
強
化
の
た
め
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
多
元
的
・
強
靱
化
へ
支
援
を
開
始

産業構造
● 川上（素材）と川下（製品メーカー）に挟まれた「川中産業」 ●　川上（素材）と川下（製品メーカー）に挟まれた「川中産業」

川上

川中

川下

鉄鋼業 *1
非鉄金属業 *2

素形材産業

産業機械産業

自動車製造業

情報通信機器産業

総出荷額：10兆 4,472 億円 , 従業員数：78,991 人 , 132 事業所
 (1 事業所あたり791億円 ,598 人 )

総出荷額： 3 兆 6,242 億円 , 従業員数：22,458 人 , 604 事業所
 　　　　　　　　　　　　　(1事業所あたり 60 億円 , 37 人 )

　（鋳造、鍛造、ダイカスト、粉末冶金、金属プレス等）
　　　総出荷額：9兆 7,317 億円 , 従業員数：435,037 人 , 29,402 事業所
 　　　　　　　　　　　　(1事業所あたり 3 億円 , 15 人 )

総出荷額：32兆 7,075 億円 , 従業員数：977,884 人 ,45,493 事業所
 　　　　　　　　　　　　　　(1事業所あたり7億円 ,21 人 )
総出荷額： 24 兆 9,548 億円 , 従業員数： 205,937 人 , 91 事業所
 　　　　　　　　　　　　　　(1事業所あたり2,572 億円 ,2,263 人 )
総出荷額：6兆 7,136 億円 , 従業員数：129,239 人 ,1,656 事業所
 　　　　　　　　　　　　　(1事業所あたり40億円 ,78 人 )

（出典）出荷額は平成 30年工業統計【産業編】　推計を含む全製造事業所に関する統計表より

生産動向
● 近年、生産金額は同水準で推移 ●　近年、生産金額は同水準で推移

単位：10億円 前年同月比（単位：％）
リーマンショック前の
8割程度まで回復

サプライチェーン復旧の
流れに乗り、震災前の
水準を超す生産

リーマンショックにより
生産金額半減

震災の影響を
受け再び減少 近年はほぼ同水準

で推移

出展：経済産業省　生産動態統計月報、鉄鋼生産内訳月報（鍛鋼品・鋳鋼品）、金属加工統計調査
※鉄鋼生産内訳月報（鍛鋼品・鋳鋼品）、金属加工統計調査が終了し、業界自主統計となり母体数が大きく変わったため、2019 年 2
月以降のデータは載せていない
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（3）　　　　　２０２０年（令和２年）１２月７日

る
熟
達
者
知
見
の
Ａ
Ｉ

化
に
よ
る
機
差
・
環
境
差

推
定
シ
ス
テ
ム
の
開
発

○
開
発
代
表
者：

株
式

会
社
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
ｚ

　

乙
部　

信
吾　

殿

★
開
発
技
術
名：

プ
レ

ス
金
型
の
小
穴
抜
き
で

の
抜
き
カ
ス
上
が
り
防

止
対
策
技
術
の
開
発

○
開
発
者：

株
式
会
社

ハ
ル
ツ

　

近
藤　

大
輔　

殿

○
株
式
会
社
老
子
製
作

所
　

代
表
取
締
役
会
長

　

元
井　

秀
治　

殿

○
関
東
冶
金
工
業
株
式

会
社

　

代
表
取
締
役
社
長

　

�
�　

愼
一　

殿

リ
ー
ド
ス
ク
リ
ュ
ー
ナ

ッ
ト
の
粉
末
焼
結
・
含
油

処
理
技
術
の
開
発

○
開
発
代
表
者：

ポ
ー

ラ
イ
ト
株
式
会
社

　

黒
田　

悠
貴　

殿

★
開
発
技
術
名：

サ
ー

ボ
プ
レ
ス
を
活
用
す
る

液
封
パ
ル
ス
鍛
造
法
に

よ
る
ヘ
リ
カ
ル
ギ
ア
成

形
技
術
の
開
発

○
開
発
代
表
者：

株
式

会
社
ア
マ
ダ
プ
レ
ス
シ

ス
テ
ム

　

堀
江　

喜
美
雄　

殿

★
開
発
技
術
名：

多
軸

プ
レ
ス
と
金
型
加
熱
装

置
に
よ
る
ね
じ
り
傘
歯

車
の
１
工
程
鍛
造
技
術

の
開
発

○
開
発
者：

有
限
会
社

リ
ナ
シ
メ
タ
リ

　

中
村　

克
昭　

殿

★
開
発
技
術
名：

金
型

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
関
す

★
開
発
技
術
名：

４
軸

直
動
式
デ
ジ
タ
ル
サ
ー

ボ
プ
レ
ス
に
お
け
る
加

工
の
可
視
化
・
知
能
化
・

ク
ラ
ウ
ド
化
技
術
の
開

発○
開
発
代
表
者：

株
式

会
社
放
電
精
密
加
工
研

究
所

　

稲
田　
 
篤
盛　

殿

☆
開
発
技
術
名：

金
属

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
に
よ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
金

型
の
ガ
ス
抜
き
用
多
孔

質
入
子
品
の
製
造
技
術

開
発

○
開
発
代
表
者：

株
式

会
社
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ

　

石
井 　

陽　

殿

★
開
発
技
術
名：

医
療

用
シ
リ
ン
ジ
ポ
ン
プ
の

○
開
発
代
表
者

日
東
精
工
株
式
会
社

　

山
本　

浩
二　

殿

○
共
同
開
発
者

日
東
精
工
株
式
会
社

　

手
島　

政
和　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

　

近
年
、
高
強
度
化
や
軽

量
化
、
低
コス
ト
化
な
ど
を

企
図
し
、
マ
ル
チ
マ
テ
リ
ア
ル

化
の
流
れ
が
強
ま
り
、そ
れ

を
実
現
す
る
接
合
技
術
の

開
発
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
当
社
が
量
産
し
て

い
る
冷
間
圧
造
技
術
を
応

用
し
た
接
合
技
術
を
開
発

し
た
。

　

本
技
術
は
、
常
温
環
境

に
お
け
る
一
回
の
プ
レ
ス
で

「
成
形
」
と
「
接
合
」
を
同

時
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
最

小
限
の
部
品
と
工
程
で
密

着
性
の
高
い
接
合
を
実
現

し
た
。

　

ド
ラ
イ
加
工
の
プ
レ
ス
に

よ
り
、接
合
界
面
への
不
純

物
の
侵
入
を
防
ぎ
、
部
材

同
士
が
密
着
し
な
が
ら
塑

性
変
形
す
る
こ
と
で
接
合

さ
れ
る
。

　

鉄
、ス
テ
ン
レ
ス
、銅
、ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
、
冷
間
圧
造

用
の
材
料
を
接
合
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
接
合

前
部
材
や
プ
レ
ス
金
型
に

よ
り
、
接
合
形
状
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
た
め
、
接
合
強

度
や
コス
ト
な
ど
、
優
先
す

る
項
目
次
第
で
最
適
な
接

合
を
選
択
・
実
現
で
き
る
。

　

ま
た
、
本
技
術
の
接
合

部
品
は
、
接
合
段
階
で
新

生
面
同
士
が
強
く
密
着

す
る
た
め
、熱
処
理
に
よ
り

拡
散
接
合
を
加
え
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　

２
０
１
９
年
よ
り
、
車

載
用
電
池
部
品
と
し
て
、

銅
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
接
合

部
品
の
量
産
を
開
始
し
、

今
後
も
電
池
業
界
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。

市
場
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
ト
ラッ

ク
や
建
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
の

　

①
ス
ク
リ
ュ
ー
の
ネ
ジ
山

を
台
形
形
状
へ
見
直
し

　

②
ス
ク
リ
ュ
ー
と
バ
ン
ド
の

隙
間
関
係
を
保
持
し
続

け
、
高
い
締
付
け
力
で
も

破
壊
せ
ず
、
高
い
面
圧
と

高
い
シ
ー
ル
性
能
を
確
保

で
き
る
堅
牢
な
構
造
の
長

方
形
角
筒
ス
テ
ン
レ
ス
絞
り

形
状
へ
変
更

　

③
よ
り
高
強
度
を
得
る

た
め
に
バ
ン
ド
溝
部
へ
補
強

リ
ブ
追
加

　

そ
の
結
果
、
従
来
よ
り

も
一
・
五
倍
以
上
の
面
圧

を
有
し
、　

Ｎ
・
�
以
上
の

１０

破
壊
耐
力
を
可
能
に
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
海
外
メ
ー
カ
ー

の
ク
ラ
ン
プ
が
使
用
さ
れ
て

い
た
高
過
給
機
の
市
場
を

今
回
の
開
発
品
で
賄
う
こ

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
配

管
締
結
用
に
使
用
さ
れ
て

い
る
�
ホ
ー
ス
ク
ラ
ン
プ
�
の

締
付
け
力
強
化
の
要
求
値

も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

高
強
度
ク
ラ
ン
プ
開
発

に
向
け
て
、
長
年
培
っ
て
き

た
塑
性
加
工
技
術
を
活
か

し
、
構
成
３
部
品
そ
れ
ぞ

れ
の
強
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。

　

具
体
的
に
は

○
開
発
代
表
者

株
式
会
社
高
木
製
作
所

　

�
木　

敏
彦　

殿

○
共
同
開
発
者

株
式
会
社
そ
う
ぎ
ょ
う　

　

木
村　

茂
信　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

　

自
動
車
の
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
タ
ー
ボ
化
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
加
給
圧

る
。
も
の
づ
く
り
の
部
品

調
達
プ
ロ
セ
ス
の
劇
的

な
時
間
短
縮
に
貢
献
し

て
い
る
。

期
を
即
時
回
答
、
加
工
か

ら
出
荷
ま
で
最
短
即
日

で
実
現
す
る
製
造
業
に

お
け
る
部
品
調
達
の
革

新
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ

以
前
と
同
じ
よ
う
に
図

面
を
作
図
し
、
見
積
も
り

を
取
得
、
長
い
製
造
納
期

を
強
い
ら
れ
る
。

　

こ
の
領
域
の
非
効
率

に
対
し
、「
Ａ
Ｉ
自
動
見

積
も
り：

設
計
デ
ー
タ

の
形
状
を
解
析
し
製
造

工
程
を
計
画
、
コ
ス
ト
を

自
動
で
算
出
」
と
「
デ
ジ

タ
ル
も
の
づ
く
り：

設

計
デ
ー
タ
か
ら
工
作
機

械
を
動
作
さ
せ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
自
動
で
生
成
」

の
二
つ
の
革
新
技
術
に

よ
る
３
Ｄ
デ
ー
タ
の
み

で
の
部
品
調
達
を
実
現

す
るm

eviy

サ
ー
ビ
ス
を

２
０
１
６
年
６
月
に
開

始
し
た
。

　

m
eviy

は
、
ブ
ラ
ウ
ザ

に
金
型
用
部
品
や
板
金

部
品
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
を

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
だ

け
で
、
Ａ
Ｉ
が
価
格
と
納

株
式
会
社
駿
河
生
産
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム　
　

　

黒
田　

悟　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

　

ミ
ス
ミ
は
製
造
業
の

部
品
調
達
に
お
け
る
図

面
作
成
や
見
積
も
り
・
納

期
確
認
の
手
間
を
劇
的

に
削
減
す
る
た
め
に
、
１

９
７
７
年
に
製
造
業
で

初
の
カ
タ
ロ
グ
に
よ
る

機
械
部
品
の
ダ
イ
レ
ク

ト
販
売
を
開
始
し
た
。

　

し
か
し
、
カ
タ
ロ
グ
に

は
規
格
の
限
界
が
あ
り
、

必
要
な
部
品
の
半
分
は

株
式
会
社
ミ
ス
ミ　
　

　

中
川　

賢
治　

殿　

　

柳
沢　

将
人　

殿　

　

芝
田　

篤
史　

殿　

　

和 
田　

輝 
也　

殿

○
開
発
代
表
者

株
式
会
社
ミ
ス
ミ
グ

ル
ー
プ
本
社　
　
　
　

　

吉
田　

光
伸　

殿

○
共
同
開
発
者

○
開
発
代
表
者

株
式
会
社
木
村
鋳
造
所

　

吉
村　

一
利　

殿

○
共
同
開
発
者

株
式
会
社
木
村
鋳
造
所

　

菅
野　

利
猛　

殿

株
式
会
社
木
村
鋳
造
所

　

鈴
木　

幸
雄　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

　

従
来
、
高
炉
メ
ー
カ
ー

で
は
排
出
さ
れ
た
溶
融

ス
ラ
グ
を
、
鋼
管
の
内
側

に
玄
武
岩
を
貼
り
付
け

た
バ
サ
ル
ト
管
で
輸
送

し
て
い
た
。
し
か
し
バ
サ

ル
ト
管
に
は
、
目
地
を
起

点
と
し
た
摩
耗
・
剥
が
れ

と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
を
解
決
す
る

た
め
輸
送
管
を
耐
摩
耗

性
に
優
れ
る
高
ク
ロ
ム

材
で
製
造
す
る
案
を
検

討
し
た
が
、
衝
撃
に
弱
い

高
ク
ロ
ム
材
で
は
割
れ

る
危
険
性
が
あ
り
、
さ
ら

に
溶
接
補
修
不
可
と
い

う
問
題
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
鋼
管
の
内
側

に
高
ク
ロ
ム
材
を
鋳
包

む
工
法
を
開
発
し
た
。
開

発
し
た
管
に
は
目
地
が

な
く
、
目
地
か
ら
の
摩

耗
・
剥
が
れ
は
発
生
し
な

い
。
ま
た
外
側
の
鋼
管
に

は
溶
接
補
修
も
可
能
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
抜
け
防
止
の

た
め
鋼
管
に
開
け
た
モ

タ
セ
穴
か
ら
超
音
波
探

傷
試
験
を
行
う
こ
と
で
、

従
来
は
管
を
外
す
必
要

が
あ
っ
た
摩
耗
状
況
調

査
を
操
業
中
に
行
え
る

よ
う
に
な
り
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
コ
ス
ト
の
大
幅
な

削
減
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

本
工
法
は
、
腐
食
が
問

題
と
な
る
過
酷
な
条
件

下
に
お
い
て
有
効
に
活

用
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
鋳
造
、
電
力
、
水

関
係
な
ど
幅
広
い
業
界

で
の
採
用
に
期
待
が
持

て
る
。

○
開
発
代
表
者

株
式
会
社
老
子
製
作
所

　

元
井　

秀
治　

殿

○
共
同
開
発
者　
　
　

株
式
会
社
老
子
製
作
所

　

老
子　

祥
平　

殿

若
鶴
酒
造
株
式
会
社　

　

稲
垣　

貴
彦　

殿

富
山
県
産
業
技
術
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー

　

氷
見　

清
和　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

　

ウ
イ
ス
キ
ー
を
蒸
留

す
る
工
程
に
お
い
て
、
蒸

気
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ス

キ
ー
の
雑
味
成
分
と
な

る
硫
黄
成
分
を
銅
と
の

化
合
物
と
し
て
除
去
す

る
た
め
、
蒸
留
器
ポ
ッ
ト

ス
チ
ル
の
材
料
に
は
純

銅
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
欧
州
を
は
じ
め

国
内
外
の
ウ
イ
ス
キ
ー

の
蒸
留
所
で
使
用
し
て

い
る
銅
製
の
蒸
留
器
ポ

ッ
ト
ス
チ
ル
は
、
純
銅
の

板
を
手
作
業
で
ひ
と
つ

ひ
と
つ
曲
げ
・
絞
り
・
溶

接
加
工
す
る
板
金
で
製

作
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

製
作
に
要
す
る
費
用
と

長
期
間
の
納
期
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
開
発
製
品
は
、
富
山

県
の
伝
統
産
業
で
あ
る

高
岡
銅
器
の
鋳
造
技
術

に
よ
り
、
大
型
鋳
造
が
難

し
い
鉛
フ
リ
ー
の
銅
錫

合
金
を
用
い
て
「
世
界
で

初
め
て
の
鋳
造
に
よ
る

大
形
の
蒸
留
器
ポ
ッ
ト

ス
チ
ル
」
の
製
品
化
に
成

功
し
た
。

　

本
開
発
製
品
の
特
徴

は
、
従
来
の
板
金
製
と
比

べ
て
、
低
価
格
、
短
納
期

で
製
作
が
可
能
で
あ
り
、

酒
質
の
調
整
可
能
・
長
寿

命
化
・
形
状
の
再
現
性
・

省
エ
ネ
ル
ギ
等
の
優
れ

た
性
能
を
有
し
て
い
る
。

現
在
、
三
郎
丸
蒸
留
所

（
富
山
県
）
で
実
際
に
ウ

イ
ス
キ
ー
の
蒸
留
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。

で
、従
来
品
よ
り
４
７
３

�
（　

％
）
の
大
幅
な
軽

４３

量
化
を
実
現
し
た
。

　

ボ
ス
（
回
転
軸
）
付
近

は
強
度
が
必
要
な
た
め

最
適
断
面
の
楕
円
形
状

と
し
、
こ
れ
を
素
材
形
状

に
設
定
し
た
。

　

ま
た
踏
面
付
近
は
足

や
フ
ロ
ア
カ
ー
ペ
ッ
ト

と
の
干
渉
を
回
避
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

ア
ー
ム
形
状
を
細
く
す

る
必
要
が

あ
る
。
切

り
欠
い
て

細
く
す
る

と
強
度
が

不
足
し
て

し
ま
い
、

縮
管
加
工

な
ど
で
細

く
す
る
と

特
別
な
設

備
が
必
要

と
な
り
製

車
体
重
量
増
加
の
傾
向

に
あ
る
。
従
来
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
は
強
度
を
確
保

す
る
た
め
に
、
厚
板
鋼
板

（
ｔ
７
・
０
�
）
が
使
用

さ
れ
て
お
り
非
常
に
重

い
部
品
で
あ
る
こ
と
か

ら
軽
量
化
が
求
め
ら
れ

て
い
た
。

　

開
発
品
は
金
属
管
（
ｔ

１
・
６
�
）を
使
用
し
、強

度
、
レ
イ
ア
ウ
ト
要
件
を

満
た
し
た
形
状
が
特
徴

○
開
発
代
表
者

株
式
会
社
ベ
ル
ソ
ニ
カ

　

稲
垣　

彰
吾　

殿

○
共
同
開
発
者

株
式
会
社
ベ
ル
ソ
ニ
カ

　

尾
崎　

賢
司　

殿

　

山
脇　

宏
仁　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

　

現
在
の
自
動
車
産
業

は
電
気
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
な
ど
の
普
及
に
伴
い
、
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大
型
鋳
造
が
難
し
い
鉛
フ
リ
ー
の
銅
錫
合
金
を
用
い
て

「
世
界
で
初
め
て
の
鋳
造
に
よ
る
大
形
の

蒸
留
器
ポ
ッ
ト
ス
チ
ル
」の
製
品
化
に
成
功

経
済
産
業
大
臣
賞

伝
統
的
鋳
造
技
術
に
よ
る
銅
錫

合
金
製
ウ
イ
ス
キ
ー
蒸
留
用

大
形
ポ
ッ
ト
ス
チ
ル
の
開
発

株
式
会
社
老
子
製
作
所

高
ク
ロ
ム
鋳
鉄
を
内
側
に
鋳
ぐ

る
み
摩
耗
検
査
も
可
能
な
高
耐

摩
耗
性
輸
送
鋼
管
の
開
発

株
式
会
社
木
村
鋳
造
所

３
Ｄ
デ
ー
タ
の
み
で
の
部
品
調
達
を
実
現
す
る

m
eviy

サ
ー
ビ
ス
を
２
０
１
６
年
６
月
に
開
始

　

Ａ
Ｉ
が
価
格
と
納
期
を
即
時
回
答

劇
的
な
時
間
短
縮
に
貢
献

Ａ
Ｉ
活
用
の
自
動
見
積
も
り
・

デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く
り
に
よ
る

金
型
等
の
機
械
加
工
部
品
製
造

株
式
会
社
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

耗
な
ど
の
優
れ
た
特
性

を
持
っ
て
い
る
が
、塑
性
加

工
が
で
き
な
い
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
工
具
で
な
け
れ
ば

加
工
で
き
な
い
、
溶
接
組

立
が
困
難
な
ど
の
理
由
で

広
く
使
用
さ
れ
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
当
社
は
寸
法

精
度
が
高
く
、
機
械
加
工

代
が
少
な
く
、
表
面
肌
が

綺
麗
で
、
内
部
欠
陥
や
表

面
欠
陥
が
極
め
て
少
な
い

Ｍ
Ｍ
Ｃ　

製
精
密
鋳
造

４０

品
を
量
産
製
造
す
る
技

術
の
開
発
に
成
功
し
た
。

　

本
技
術
に
よ
る
鋳
物

は
高
品
位
で
押
湯
や
湯

道
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
が

可
能
で
良
品
率
も
高
く
、

機
械
加
工
が
不
要
ま
た

　

栗
原　

武
彦　

殿

　

吉
野　

浩
史　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

　

体
積
率　

％
の
Ｓ
ｉ

４０

Ｃ
粒
子
分
散
強
化
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
基
合
金
（
以
下
Ｍ

Ｍ
Ｃ　

と
呼
ぶ
）
は
、
軽

４０

量
、
高
剛
性
、
高
熱
伝
導

度
、
低
熱
膨
張
、
高
耐
摩

○
開
発
代
表
者

株
式
会
社
東
京
ロ
ス
ト
ワ

ッ
ク
ス
工
業

　

内
堀　

博　

殿

○
共
同
開
発
者

株
式
会
社
東
京
ロ
ス
ト
ワ

ッ
ク
ス
工
業

　

品
田　

靖
明　

殿

　

田
辺　

直
美　

殿

　

山
崎　

貴
大　

殿

が
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、エ
リ
ン
ガ
ム
図
を
用

い
た
雰
囲
気
の
可
視
化
と

監
視
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取

り
組
ん
だ
。

　

エ
リ
ン
ガ
ム
図
は
横
軸
に

温
度
、
縦
軸
に
標
準
ギ
ブ

ス
エ
ネ
ル
ギ
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
利
用
し
、

現
在
の
熱
処
理
温
度
を
横

軸
に
取
り
雰
囲
気
セ
ン
サ

の
情
報
か
ら
標
準
ギ
ブ
ス
エ

ネ
ル
ギ
を
自
動
で
演
算
し
、

エ
リ
ン
ガ
ム
図
の
パ
ネ
ル
上

に
点
と
し
て
表
す
こ
と
が
で

き
、
現
在
の
温
度
と
雰
囲

気
の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
可
視
化
し
監
視
で
き
た
。

　

す
な
わ
ち
、
そ
の
都
度

雰
囲
気
中
の
成
分
を
測
定

　

熱
処
理
の
三
大
要
素
は

温
度
、
時
間
そ
し
て
雰
囲

気
で
あ
る
。
温
度
と
時
間

は
安
易
に
測
定
し
可
視
化

し
て
制
御
で
き
る
が
、
雰
囲

気
に
つ
い
て
は
全
成
分
を

測
定
し
制
御
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
雰
囲
気
管
理

は
抽
象
的
で
あ
り
可
視
化

○
開
発
代
表
者

関
東
冶
金
工
業
株
式
会

社
　

神 
田　

輝 
一　

殿

○
共
同
開
発
者

関
東
冶
金
工
業
株
式
会

社
　

�

�　

愼
一　

殿　

　

二 
宮　

崇　

殿

　

開
発
技
術
の
概
要

長
年
培
っ
た
塑
性
加
工
技
術
を
活
か
し

ク
ラ
ン
プ
部
品
の
強
度
向
上
を
実
現

　

高
過
給
機
へ
の
供
給
、
さ
ら
に
ト
ラ
ッ
ク
や

建
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
へ
市
場
拡
大
を

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

寸
法
精
度
が
高
く
、機
械
加
工
代
が
少
な
く
、内
部
欠
陥

や
表
面
欠
陥
が
極
め
て
少
な
い
Ｍ
Ｍ
Ｃ　

製
精
密
鋳
造
品

４０

従
来
の
砂
型
鋳
物
と
比
較
し
大
幅
に
コ
ス
ト
削
減

可
鍛
鋳
鉄
熱
処
理
で
メ
ッ
キ
処
理
廃
止
等

　

環
境
に
配
慮
し
た
高
い
生
産
性
を
実
現

　

熟
練
度
の
低
い
作
業
者
も
安
全
に
操
業

Ｓ
ｉ
Ｃ
粒
子
Ｖ
ｆ　

％
分
散
強

４０

化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
基
合
金
の

精
密
鋳
造
技
術
の
開
発

株
式
会
社
東
京
ロ
ス
ト
ワ
ッ
ク
ス
工
業

高
強
度
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
ホ
ー
ス
ク
ラ

ン
プ
の
プ
レ
ス
成
形
技
術
の
開
発

株
式
会
社
高
木
製
作
所

雰
囲
気
炉
に
お
け
る
炉
気
の
可
視

化
に
よ
る
監
視
シ
ス
テ
ム
の
開
発

関
東
冶
金
工
業
株
式
会
社

鋼
管
の
内
側
に
高
ク
ロ
ム
材
を
鋳
包
む
工
法
を
開
発

腐
食
が
問
題
と
な
る
過
酷
な
条
件
下
で
有
効
に
活
用

鋳
造
、電
力
、水
関
係
な
ど
幅
広
い
業
界
で
採
用
を

製
造
産
業
局
長
賞

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

中
小
企
業
庁
長
官
賞

す
べ
て
の
工
程
を
プ
レ
ス
加
工
の
み
で
成
形
可
能

　

軽
量
化
に
よ
る
車
両
の
高
燃
費
化
と

省
資
源
化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ

楕
円
パ
イ
プ
の
複
雑
プ
レ
ス
成

形
に
よ
る
軽
量
・
高
強
度
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
ア
ー
ム
の
開
発

株
式
会
社
ベ
ル
ソ
ニ
カ

常
温
下
、一
回
の
プ
レ
ス
で「
成
形
」と「
接
合
」を

最
小
限
の
部
品
と
工
程
で
密
着
性
高
い
接
合
実
現

素
形
材
セ
ン
タ
ー
会
長
賞

冷
間
圧
造
技
術
を
応
用
し
た
異
種

金
属
接
合
技
術
の
開
発
と
量
産
化

日
東
精
工
株
式
会
社

奨
励
賞
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

製
造
産
業
局
長
賞

造
コ
ス
ト
が
高
価
と
な

っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
開
発
品
は
二

重
Ｕ
字
断
面
形
状
と
す

る
こ
と　

強
度
を
確
保

し
た
ま
ま
干
渉
部
の
回

避
を
達
成
、
す
べ
て
の
工

程
を
プ
レ
ス
加
工
の
み

で
成
形
可
能
な
た
め
製

造
コ
ス
ト
を
安
価
に
で

き
た
。

　

す
で
に
複
数
の
車
両

に
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
軽
量
化
に
よ
る
車

両
の
高
燃
費
化
と
省
資

源
化
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
削

減
が
期
待
さ
れ
る
。

し
た
後
、
手
計
算
で
炉
内

酸
素
分
圧
を
求
め
、エ
リ
ン

ガ
ム
図
の
副
尺
か
ら
定
規

で
線
を
引
き
読
み
取
る
煩

雑
さ
お
よ
び
手
間
が
省

け
、パ
ネ
ル
上
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
ま
た
過
去
五
年

分
の
履
歴
も
そ
の
場
で
確

認
可
能
で
あ
る
。

　

本
シ
ス
テ
ム
の
採
用
に
よ

り
可
鍛
鋳
鉄
熱
処
理
に
お

い
て
メッ
キ
処
理
廃
止
等
環

境
に
配
慮
し
た
高
い
生
産

性
を
実
現
し
た
。
ま
た
軸

受
鋼
の
熱
処
理
炉
や
黄
銅

の
焼
結
炉
に
採
用
さ
れ
海

外
の
熟
練
度
の
低
い
作
業

者
に
も
安
全
に
操
業
で
き

る
と
好
評
を
得
て
い
る
。

　

一
方
、
浸
炭
炉
に
も
採

用
さ
れ
試
運
転
が
間
も
な

く
始
ま
る
。

　

今
後
、
熟
練
度
を
必
要

と
し
な
い
工
業
炉
の
雰
囲

気
管
理
が
期
待
で
き
る
。

は
加
工
代
が
少
な
い
等
、

従
来
の
砂
型
鋳
物
と
比

較
し
て
大
幅
に
コ
ス
ト
削

減
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

本
製
法
に
よ
り
、
今
後

Ｍ
Ｍ
Ｃ　

材
の
用
途
拡

４０

大
が
見
込
ま
れ
る
。

製品例
銅錫合金製ウイスキー蒸留用

大形ポットスチル
鋳造部品説明図バサルト管と新輸送管の比較 開発製品の外観

本技術による製品例

開発品の構造と効果

産
業
デ
ザ
イ
ン
財
団
賞

接
合
事
例

�
ス
ク
リ
ュ
ー

�
ハ
ウ
ジ
ン
グ

�
バ
ン
ド
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と
の
連
携

　

第
一
に
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
連

携
で
す
。日
本
で
は
、Ｃ
Ｏ

２
を
資
源
と
し
て
再
利
用

す
る
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
大
崎
上
島
（
お

お
さ
き
か
み
じ
ま
）
を
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の

実
証
研
究
拠
点
と
し
、
Ｃ

Ｏ
２
を
化
学
品
、
燃
料
、

鉱
物
な
ど
に
再
利
用
す
る

技
術
の
開
発
・
実
証
を
集

中
的
に
行
う
こ
と
で
加
速

化
し
、
早
期
の
産
業
化
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

苫
小
牧
市
で
は
、
新
た

に
実
証
事
業
で
活
用
し
た

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
設
備
を
活
用

し
、
二
〇
二
三
年
度
頃
か

ら
の
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
・
メ
タ
ノ
ー
ル
合
成
実
証

に
向
け
た
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

大
規
模
な
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
可
能
と
す
る
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
と
、
経
済
的
価
値
を

生
み
出
す
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
の
連
携
を
実
証
す

る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
／

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
新

た
な
可
能
性
を
切
り
開
き

ま
す
。

②
液
化
Ｃ
Ｏ
２
船
舶
輸

送
実
証

　

第
二
の
取
組
は
、
Ｃ
Ｏ

２
の
船
舶
輸
送
の
実
証
で

す
。

　

日
本
で
は
、
大
規
模
な

貯
留
可
能
性
の
あ
る
地
層

長
距
離
輸
送
手
段
の
確

立
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
経
済
産
業
省

で
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
、

二
〇
二
四
年
に
苫
小
牧

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
拠
点
へ
の
液
体

Ｃ
Ｏ
２
船
舶
輸
送
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
船
舶
輸
送
を

確
立
す
る
こ
と
で
、
国
境

を
越
え
た
Ｃ
Ｏ
２
輸
送
も

可
能
と
な
り
、
世
界
の
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
実
現
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③
ア
ジ
ア
へ
の
展
開

　
（
ア
ジ
ア
圏
で
の　
　

　
　
　
　
　

取
り
組
み
）

　

第
三
の
取
り
組
み
は
、

ア
ジ
ア
圏
で
の
協
力
で
す
。

経
済
成
長
著
し
い
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
／
東
ア
ジ
ア
地
域
で

は
今
後
も
化
石
燃
料
の
利

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

が
主
に
日
本
海
に
存
在
す

る
一
方
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

源
の
多
く
は
太
平
洋
側
の

沿
岸
域
を
中
心
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
源
と
貯
留

地
を
繋
ぐ
た
め
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
事

は
、
人
口
密
度
の
高
い
日

本
で
は
か
な
り
限
定
的
と

な
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
実
用
化

に
向
け
て
、
船
舶
に
よ
る

将
来
の
大
幅
な
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削
減
に
貢
献
す

る
技
術
と
し
て
位
置
付
け

て
い
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の　
　
　

　

こ
れ
ま
で
の
取
組　
　

　

と
課
題
の
整
理

　

経
済
産
業
省
で
は
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
技
術
の
実
用
化
に

向
け
、
こ
れ
ま
で
北
海
道

苫
小
牧
市
で
の
大
規
模
実

証
試
験
、
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回

収
技
術
と
安
全
管
理
技

術
の
研
究
開
発
、
貯
留
適

地
の
調
査
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
市
で
の
大
規
模

実
証
試
験
で
は
、
昨
年
十

一
月
に
当
初
目
標
の
累
計

　

万
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
圧
入

３０を
達
成
し
ま
し
た
。
大
都

市
近
郊
で
住
民
の
ご
理
解

各
国
目
標
に
追
加
で
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
よ
り
約　

億
６９

�
／
年
の
削
減
貢
献
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
の

２
０
１
８
年
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
約　

億
�
で
す

１２

か
ら
、
そ
の
貢
献
量
と
期

待
の
大
き
さ
は
明
ら
か
で

す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

達
成
に
向
け
て
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
は

二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
製
造
プ
ロ
セ

ス
や
農
業
な
ど
の
脱
炭
素

化
が
困
難
な
領
域
の
代
替

技
術
で
あ
り
、
さ
ら
に
Ｂ

Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｓ
等
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
技
術
に
不
可
欠
な

技
術
で
あ
る
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

が
コ
ス
ト
的
に
他
の
脱
炭

素
技
術
と
比
べ
て
、
優
位

で
あ
る
こ
と
。Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の

レ
ポ
ー
ト
で
も
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
有
無
に
よ
っ
て
、
脱
炭

素
化
コ
ス
ト
が
二
・
四
倍
に

増
加
す
る
と
の
予
測
が
あ

り
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
日

本
で
は
、
二
〇
一
九
年
六

月
に
閣
議
決
定
し
た
「
パ

リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦

略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」

に
お
い
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー　
　

　

ト
ラ
ル
に
お
け
る　
　

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ　

　

ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル　

　

の
必
要
性

　

十
月
二
十
六
日
の
菅

総
理
の
所
信
表
明
演
説
に

お
い
て
、日
本
は「
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現

を
目
指
す
」
と
の
方
針
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

気
候
変
動
へ
の
対
応
は

経
済
成
長
の
制
約
で
は
な

く
、
積
極
的
に
温
暖
化
対

策
を
行
う
こ
と
が
大
き
な

成
長
に
つ
な
が
る
為
「
経

済
と
環
境
の
好
循
環
」
が

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

産
業
界
の
旗
振
り
役
で

あ
る
経
済
産
業
省
も
こ
の

挑
戦
を
主
導
し
、
あ
ら
ゆ

る
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
投

入
し
、
経
済
界
と
と
も
に

「
経
済
と
環
境
の
好
循
環
」

を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル

と
い
う
、
野
心
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に
向
け
て
重
要

な
カ
ギ
と
な
る
の
は
、「
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
」
分
野
の
革
新
的

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

Ｉ
Ｅ
Ａ
の
レ
ポ
ー
ト
に

よ
る
と
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
達
成
時
に
は
、現
行
の

を
得
な
が
ら
、
地
上
か
ら

海
底
下
に
安
全
か
つ
安
心

に
圧
入
を
完
了
で
き
た
の

は
、
世
界
で
唯
一
で
あ
り

誇
る
べ
き
成
果
で
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
内

の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
発
展
に
新
た
な

可
能
性
を
切
り
開
き
ま
し

た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の　
　
　

　

今
後
の
展
開

　

日
本
は
二
〇
三
〇
年

以
降
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
商
用

化
を
前
提
と
し
た
社
会
実

装
を
目
指
す
に
あ
た
り
、

三
つ
の
新
た
な
展
開
を
見

据
え
て
い
ま
す
。

①
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
た

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
今
後
の
３
つ
の
展
開

経済産業省
産業技術環境局
地球環境対策室長

川口　征洋

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
で
、「
経

済
と
環
境
の
好
循
環
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
を
普
及
展
開
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
／
東
ア
ジ

ア
各
国
で
は
１
０
０
億
�

以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
貯
留
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
十
分
な

事
業
環
境
は
整
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
日
本
の
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
知
見
も
活
か
し
、

ア
ジ
ア
地
域
全
体
で
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
の
環
境
整
備
や
技

術
・
経
験
を
共
有
す
る
た

め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
の「
ア
ジ
ア
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、

①
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
関
す
る

知
識
・
経
験
の
共
有
や
ポ

かわぐち      ゆきひろ

　

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て
、世
界
中
で
開
発
及
び
導
入
に
向
け

た
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｃ
U
Ｓ
に
関
す
る
国
内
外
の
動
向
や
Ｃ
Ｃ

U
Ｓ
の
必
要
性
な
ど
を
経
済
産
業
省
の
川
口
地
球
環
境
対
策
室
長
に
解
説

し
て
い
た
だ
い
た
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
）

に
つ
い
て
も
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
例
え
ば
、
ゴ
ミ

焼
却
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
水
素

と
反
応
さ
せ
て
メ
タ
ン

や
エ
タ
ノ
ー
ル
を
製
造

す
る
事
業
や
人
工
光
合

成
に
よ
り
効
率
よ
く
Ｃ

Ｏ
２
を
Ｃ
Ｏ
に
分
解
し
、

化
学
製
品
の
原
料
と
し

て
い
く
事
業
に
つ
い
て
、

炭
素
循
環
モ
デ
ル
と
し

て
成
立
す
る
か
、
環
境
影

響
評
価
で
問
題
が
な
い

か
等
を
確
認
す
る
た
め
、

商
用
規
模
の
実
証
機
の

設
計
・
建
設
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ

２
を
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

直
接
回
収
す
る
事
業
（
Ｄ

Ａ
Ｃ
）
に
つ
い
て
も
、
よ

り
高
性
能
な
吸
収
剤
の

検
討
を
進
め
る
と
と
も

に
炭
素
循
環
モ
デ
ル
と

し
て
の
検
証
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
で
、２
０

２
３
年
ま
で
に
最
初
の

商
用
化
規
模
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ

技
術
の
確
立
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

　

結
び

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
今
後
に

つ
い
て
は
、
八
月
六
日
に

開
催
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の

早
期
社
会
実
装
会
議
に

お
い
て
議
論
を
行
っ
て

お
り
、
一
気
通
貫
し
た
実

証
に
よ
る
課
題
の
抽
出
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
関
す
る
社

会
的
受
容
性
の
確
保
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
事
業
の
経
済
性

評
価
や
Ｌ
Ｃ
Ａ
評
価
の

検
討
等
が
今
後
実
施
す

べ
き
こ
と
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
事
業

に
お
い
て
、
事
業
全
体
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
た
め
に
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
の
水
素
が
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の

水
素
が
十
分
に
供
給
さ

れ
る
た
め
に
は
、
太
陽

光
・
風
力
発
電
な
ど
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

主
力
化
が
必
須
と
な
り

ま
す
。

　

２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

て
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と

は
多
種
多
様
に
存
在
し

ま
す
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
早

期
社
会
実
装
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
も
関
係
省
庁

や
事
業
者
等
と
連
携
し

な
が
ら
、
検
討
・
実
証
等

を
推
し
進
め
て
参
り
ま

す
。

　

現
在
、
設
計
時
に
想
定

し
て
い
た
一
日
五
百
�

以
上
の
Ｃ
Ｏ
２
回
収
能

力
が
発
揮
出
来
る
か
、
分

離
・
回
収
施
設
の
設
置
・

運
転
に
よ
り
発
電
所
側

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

出
る
か
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
に
安
全
に
停
止
で
き

る
か
等
の
把
握
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
将
来
の

Ｂ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（B

ioenerg
y
w
ith
C
arbon

C
aptur

e
and

Storage：

バ
イ

オ
マ
ス
燃
焼
時
の
Ｃ
Ｏ

２
を
回
収
・
運
搬
し
、
地

中
に
貯
留
す
る
こ
と
で

（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）、
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２
を
純
減
さ
せ
る

技
術
。
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

を
除
去
・
減
少
さ
せ
る
技

術
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
技
術
）
の
代
表
的

な
も
の
）
に
も
つ
な
が
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
す
た
め
の
重

要
な
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ

２
の
輸
送
に
つ
い
て
も

検
討
を
進
め
て
お
り
、
①

の
設
備
か
ら
回
収
し
た

Ｃ
Ｏ
２
を
輸
送
す
る
場

合
の
コ
ス
ト
や
、
将
来
大

型
化
し
た
場
合
に
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
で
き
る
要
素
、

海
外
輸
送
を
行
う
場
合

の
コ
ス
ト
に
関
す
る
評

価
な
ど
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
海
底
下
に
貯

留
を
行
う
と
し
た
場
合

に
、
貯
留
地
点
か
ら
Ｃ
Ｏ

２
の
漏
れ
が
発
生
し
て

い
な
い
か
を
観
測
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い

て
の
新
し
い
方
法
や
貯

留
地
点
の
調
査
デ
ー
タ

か
ら
貯
留
可
能
な
層
や

遮
蔽
を
行
う
層
な
ど
を

よ
り
精
密
に
分
析
す
る

手
法
、
貯
留
地
点
に
お
け

る
漏
洩
リ
ス
ク
の
評
価

を
行
う
た
め
の
ツ
ー
ル

に
つ
い
て
も
検
討
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
周
辺
に
お

け
る
貯
留
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省

と
の
連
携
事
業
と
し
て

調
査
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
の
取
り
組
み

　

環
境
省
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
有
効
活
用
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
・

構
造
や
経
済
社
会
の
変

革
を
も
た
ら
し
、
大
き
な

成
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
発
想
の
転
換
が
必
要
」

と
も
発
言
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
「
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実

現
」
が
政
権
の
中
心
課
題

に
位
置
付
け
ら
れ
る
と

と
も
に
、
脱
炭
素
に
向
け

た
取
り
組
み
は
、
よ
り
一

層
、
そ
の
重
要
性
を
増
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

脱
炭
素
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
方
法
が
あ
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
化

を
は
じ
め
と
し
た
Ｃ
Ｏ

２
削
減
の
た
め
の
各
種

方
策
を
進
め
つ
つ
、
そ
れ

ら
を
行
っ
て
も
ど
う
し

て
も
出
て
し
ま
う
Ｃ
Ｏ

２
に
つ
い
て
、
排
出
源
か

ら
大
気
中
へ
の
放
出
を

大
幅
に
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
技
術
と
し
て

Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
有
効
利

用
・
貯
留（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）が

存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
回
は
、
環
境
省
に
お

け
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
取
り

組
み
の
現
状
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
取
り
組
み

　

環
境
省
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
貯
留
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
の
実

用
化
に
向
け
て
、
①
Ｃ
Ｏ

２
の
分
離
回
収
、
②
分
離

し
た
Ｃ
Ｏ
２
の
貯
留
地

ま
で
の
船
舶
輸
送
、
③
貯

留
地
が
海
底
と
な
っ
た

場
合
の
Ｃ
Ｏ
２
漏
洩
の

監
視
手
法
及
び
Ｃ
Ｏ
２

漏
洩
時
の
抑
制
・
修
復

策
、
④
社
会
受
容
性
を
含

む
Ｃ
Ｃ
Ｓ
の
円
滑
導
入

方
法
等
の
四
テ
ー
マ
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
で
、
早
期
の
社

会
実
装
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　

特
に
①
に
つ
い
て
は
、

商
用
規
模
で
バ
イ
オ
マ

ス
専
焼
の
発
電
所
に
対

し
て
建
設
を
進
め
て
い

た
Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回
収
施

設
が
、
十
月
三
十
一
日
か

ら
本
格
稼
働
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
実
証
試

験
が
開
始
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
増
加
に
よ
っ
て
、
今
後

も
豪
雨
災
害
等
が
頻
発

化
、
激
甚
化
す
る
の
で
は

な
い
か
と
予
測
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
十
月
二
十

六
日
、
第
二
〇
三
回
臨
時

国
会
に
お
い
て
、
菅
総
理

よ
り「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱

炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
す
」
こ
と
が
宣
言
さ
れ

て
お
り
、「
も
は
や
、
温

暖
化
へ
の
対
応
は
経
済

成
長
へ
の
制
約
で
は
な

く
、
積
極
的
に
温
暖
化
対

策
を
行
う
こ
と
が
、
産
業

す
。
気
候
災
害
と
地
球
温

暖
化
の
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
容
易
で

　

近
年
は
、
毎
年
の
よ
う

に
豪
雨
や
台
風
で
被
害

が
発
生
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
気
象
災
害
が

激
甚
化
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
気
候
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
単
な

る
「
気
候
変
動
」
で
は
な

く
、
生
存
基
盤
を
揺
る
が

す
危
機
で
あ
る
と
す
る

「
気
候
危
機
」
宣
言
を
し

た
自
治
体
も
増
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府

に
お
い
て
も
「
環
境
白

書
」
に
気
候
危
機
に
つ
い

て
記
載
を
し
て
お
り
ま

日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
・

C
C
U
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

環
境
省

地
球
環
境
局

環
境
省　

地
球
環
境
局

地
球
温
暖
化
対
策
課

　

地
球
温
暖
化
対
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
室
長

　

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
室
長

加
藤

聖

加
藤　

聖

　

日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
C
C
U
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、環
境
省
の
加
藤

地
球
温
暖
化
対
策
事
業
室
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

Ｃ
Ｏ
２
分
離
・
回
収
施
設
が
稼
働
、実
証
試
験
開
始

ゴ
ミ
焼
却
場
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
を
化
学
製
品
の
原
料
に

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
を
直
接
回
収
す
る
事
業（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）も

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
水
素
が
重
要
に

［CCUSの取り組み］

　
　

月　

日
、
福
岡
県
・
大
牟
田
市
で
「
環
境
省 
環
境
配
慮
型
C
C
S
実
証
事
業 
大
規

１０

３１

模
C
O
2
分
離
回
収
実
証
設
備
」
が
竣
工
し
た
。

苫
小
牧
を
C
C
U
S
/

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
へ

液
化
C
O
2
船
舶
輸
送
技
術
の
確
立
へ

テ
ン
シ
ャ
ル
調
査

②
共
通
の
ル
ー
ル
作
り
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
形
成

③
ア
ジ
ア
地
域
全
体
で
の

最
適
な
貯
留
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

来
夏
に
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
／
東
ア
ジ
ア
各
国
の
産

学
官
を
交
え
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ

と
と
も
に「
ア
ジ
ア
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち

上
げ
、
我
が
国
が
ア
ジ
ア

圏
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
取
り
組

み
を
主
導
し
て
参
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
①
Ｃ
Ｃ

Ｓ
と
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

の
連
携
に
よ
る
シ
ナ
ジ
ー

効
果
の
創
出
、
②
世
界
初

の
液
化
Ｃ
Ｏ
２
船
舶
輸
送

実
証
に
よ
る
一
貫
し
た
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
展

開
、
③
ア
ジ
ア
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

／
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目

指
し
、
日
本
に
お
け
る
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
の
商
用
化
と
共
に
、

世
界
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
／
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
に
も
貢
献
し
て
参
り

ま
す
。

苫小牧実証の成果 : 累計圧入量 30万トンを達成 : 操業技術の確立
●　実用規模でのCCS実証を目的とした、我が国初の大規模CCS実証試験。
●　2012年度から2015年度に実証設備を建設し、2016年度からCO2圧入を開始。地域社会と緊
　　密に連携を取りつつ、2019 年 11月に累計圧入量 30万トンを達成。
●　都市圏近辺で住民の皆様の理解を得ながら、安全かつ安心に操業を完了できたのは世界で唯一。

苫小牧CCS実証試験の全体像

CO2コンプレッサー

低圧フラッシュ塔
(2段目 )

CO2放散塔 CO2吸収塔
(1段目 )

ＰＳＡ（Pressure Swing Adsorption、圧力スイング吸着）：
水素製造装置の生成ガスから高純度水素ガスを得る装置。

　　　PSA装置からの下流ガス（PSAｵﾌｶﾞｽ）には高濃度CO2が含まれる。

CCUSの必要性
■　IEA（国際エネルギー機関）によると、CCUSが、2070 年までの累積CO2削減貢献量の
15%（ 約 1650 億トン）を担うことが期待されている。
■　また、カーボンニュートラル達成時におけるCCUSのCO2削減貢献量は約 69億トン/年。

世界のエネルギー起源ＣＯ 2排出削減貢献量
パリ協定に基づいて各国が現在表明している削減目標に基づく排出量から、
2070 年カーボンニュートラルを実現するために必要な追加の削減量）

カーボンニュートラル時には、各
国の目標値からさらに約 358
億トン/年の排出削減が必要

■需要量の変化

■エネルギー効率

■電化

■水素

■バイオマス

■再生可能エネルギー

■燃料転換

■CCUS

2100 年までに世界の気温上昇を
2度以内とする場合
（2070 年にカーボンニュートラル）

カーボンニュートラル達成時に
CCUSの削減貢献量は約 69億トン/年。

（比較）日本のCO2排出量
約 12億トン/年（2018 年）出典：IEA “Energy Technology Perspectives 2020” Figure2.2
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今後の展開①CCUSとカーボンリサイクルの連携
（苫小牧「CCUS・カーボンリサイクル実証拠点」の整備）
●　実用規模でのCCS実証を目的とした、我が国初の大規模CCS実証試験を実施。（2019
　　年 11月に累計圧入量 30万トンを達成。現在、様々なモニタリング手法（弾性波探査、微
　　小振動観測など）を組み合わせて実施中。
●　今後、苫小牧CCSサイトにおけるCO2分離回収設備を活用し、CCSとCCUの相互運
　　転の検証、CO2からメタノールを合成する技術確立実証等のカーボンリサイクル技術に
　　ついて、研究開発段階から実証段階まで一気通貫した事業を行う。

メタノール合成実証

CCSと CCUの相互運転実証

①CO2からのメタノール合成技術
触媒反応条件の確立 /合成塔の仕様決定 /
合成収率 95%以上 /触媒寿命 1年以上

②メタノール合成プラントの運用性向上
再エネ水素や副生水素に対応したメタノール合成プロセスの確立

③ CCUSハイブリッド運用技術の確立

今後の展開③：アジア展開（アジアＣＣＵＳネットワーク）
●　経済成長著しいアジア地域は化石燃料の利用を選択せざるを得ず、主要な温室効果ガスの排出源である一方で、
大規模なCO2の貯留ポテンシャルを有する地域。（各国約 100億トンの貯留ポテンシャル）
●　アジア全域でCCUSの環境整備や技術・経験を共有し、CCUS発展を促す「アジアCCUSネットワーク」を構築する
ことを目指すべく日本とERIAが主導する旨、今次 EASエネルギー大臣会合で提案し、歓迎された。
●　来夏にも、「アジアCCUSネットワークフォーラム」を開催、ネットワーク立ち上げを目指す。「アジアCCUSネットワー
ク」では、①CCUSに関する知識・経験の共有やポテンシャル調査の実施、②共通のルール作りやプロジェクト形成、③ア
ジア全域での貯留ネットワークの実現等を目指した活動を行う。

アジアの貯留ポテンシャル アジアのCCUSネットワーク

※単位は10億 tonCO2
（GCCSI 調査）

今後の展開②：CO2の船舶輸送実証
●　日本では、大規模な貯留可能性のある地質が主に日本海に存在する一方で、CO2排出源の多くは太平洋側の沿
岸域を中心に位置する。国内でのCCUSの実装のためには、船舶による長距離輸送手段の確立がラストピース。
●　来年度から液化CO2輸送実証を実施し、世界に先駆けて、2024年に液体CO2船舶輸送を実現することを目指
す。この成果を踏まえ、CO2の国際輸送も検討。平行して国際ルールメイキングを主導。

船舶による輸送実証
○遠距離の排出源から分離回収、輸送、圧入ま
でを行うCCSの一貫実証
○ 500～ 1000 トン級の液化CO2/LPG兼用
輸送船により輸送

分離回収
IGCC

○物理吸収法による分
離回収（10万トン規
模／年）

大崎クールジェン
（IGCC)

カーボンリサイクル
研究開発拠点

分離回収
バイオマス発電

○アミン吸収法による分離
回収（10万トン規模／年）
○分離回収実証は 2020
年度のみ実施予定

分離回収
石炭火力発電所

○固体吸収材による分離回
収（1万トン規模／年）
○2023 年度から分離回収予定

苫小牧CCS／ CR拠点
○苫小牧CCS実証の設備を
有効活用
○遠距離の排出源からCO2
を回収し、カーボンリサイク
ルの取組を実施し、工業都市
の苫小牧市で利活用

貯留・モニタリング＞
○CCS実証試験を実施中
○ 2016 年度に圧入を開始
し、昨年 11月に 30万トン
圧入を達成

CO2輸送船 苫小牧CCS実証試験

今後の展開②：CO2の船舶輸送実証
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キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲

げ
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を
抑
制
し
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
や
海
な
ど

の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
を
ど

う
考
え
て
い
く
の
か
も

重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
示
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
な
が
ら
、

こ
の
分
野
で
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

我
々
、
Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
国
の

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

政
策
と
連
携
し
な
が
ら
、

世
界
の
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
の
原
動
力
と
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
―
―
有

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
Ｃ

Ｒ
Ｆ
と
し
て
も
協
力
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

そ
の
他
、
東
京
湾
岸
や

化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を

抱
え
る
自
治
体
な
ど
が

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

の
取
組
に
前
向
き
に
な

っ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地

の
最
新
鋭
の
石
炭
火
力
、

化
学
プ
ラ
ン
ト
が
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
拠

点
と
し
て
生
ま
れ
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
の
で

す
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
と
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
地
方
の
取
組
に

対
し
て
、
積
極
的
に
関
わ

り
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

菅
総
理
が
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
を
さ
れ
、
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を

は
、
地
方
は
そ
の
特
徴
を

活
か
し
た
地
方
創
生
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
組
み
合
わ
せ

た
最
新
鋭
の
石
炭
火
力
、

化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
水

素
事
業
な
ど
と
絡
め
な

が
ら
、
自
治
体
と
も
連
携

し
て
、
地
方
創
生
に
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
一
例
で

は
、
広
島
県
大
崎
上
島
町

に
あ
る
大
崎
ク
ー
ル
ジ

ェ
ン
、
す
な
わ
ち
、
世
界

最
新
鋭
の
石
炭
ガ
ス
化

複
合
発
電
所
で
す
が
、
こ

こ
で
は
Ｃ
Ｏ
２
の
分
離
・

回
収
の
実
証
試
験
が
開

始
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
Ｃ

Ｏ
２
を
利
用
し
て
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
係

る
研
究
を
す
る
た
め
の

拠
点
を
国
が
整
備
す
る

国
際
連
携
が
重
要
で
す
。

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
も
、
海
外
の
研

究
者
に
も
我
々
の
制
度

を
活
用
し
て
頂
き
、
そ
れ

ら
の
成
果
に
よ
る
国
際

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
た
い
で
す
。

　

国
際
連
携
の
一
例
と

し
て
、
日
米
共
同
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
国
際
実
証
事
業
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
実
証
事
業
は
、
ア

メ
リ
カ
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ

州
のD

ryFork

（
ド
ラ
イ

フ
ォ
ー
ク
）
発
電
所
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
石
炭
火
力
発
電
所

の
排
ガ
ス
か
ら
分
離
回

収
し
た
Ｃ
Ｏ
２
の
Ｅ
Ｏ

Ｒ
へ
の
利
用
や
石
炭
灰

を
利
用
し
た
鉱
物
化
の

取
組
を
計
画
中
で
す
。

　

ま
た
、
国
内
に
つ
い
て

企
業
の
ご
意
向
や
国
内

の
関
連
団
体
と
も
連
携

し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
業
種
を
超
え

た
会
員
企
業
と
の
連
携

を
生
か
し
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
の
国
際
ル
ー
ル
化

な
ど
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
の
た
め
の
政

策
提
言
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
実
現
に
向

け
た
今
後
の
展
望
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
際
連
携
と
地
方
創

生
の
二
つ
が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
問
題
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
で

あ
り
、
一
国
で
な
し
と
げ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く

経　産　新　報 ［カーボンリサイクル］

ＣＯ 2を資源として活用　炭素循環型社会の実現へ

よ
う
に
ご
支
援
申
し
上

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
「
そ
の
他
の
活

動
」
と
し
て
は
、
政
策
提

言
活
動
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
事

例
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
で
独
自

に
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
�
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
�

の
定
義
に
対
し
て
、
我
々

は
業
種
を
超
え
た
会
員

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
内
容
で
す
。

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
助
成
に
よ
り

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

の
基
礎
研
究
が
進
み
、
場

合
に
よ
っ
て
は
投
資
を

受
け
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
と
し
て
成
長
す
る
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
国
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が

っ
て
い
く
な
ど
の
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る

成
、
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｏ
２

を
取
り
込
ん
で
自
分
の

体
を
い
と
も
簡
単
に
成

長
さ
せ
て
い
ま
す
。
人
間

に
は
簡
単
に
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、

あ
る
研
究
者
の
独
創
的

な
ア
イ
デ
ア
で
で
き
る

よ
う
に
な
る
、
こ
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
期
待
を

し
て
い
ま
す

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
と
し
て
は
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

に
係
る
化
学
、
燃
料
、
生

物
、
社
会
科
学
な
ど
の
幅

広
い
分
野
を
対
象
に
し

て
、
組
織
に
で
は
な
く
、

研
究
者
の
ア
イ
デ
ア
に

助
成
金
（
研
究
期
間
原
則

一
年
で
上
限
一
千
万
円
）

を
交
付
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
五
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
公
募
、
審

査
を
行
い
、
三
十
五
件
の

応
募
に
対
し
て
、
十
二
件

の
採
択
先
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
な
採
択
テ
ー

マ
と
し
て
一
件
ご
紹
介

す
る
と
、
名
古
屋
大
学
の

片
山
先
生
の
Ｃ
Ｏ
２
を

有
機
酸
に
変
換
す
る
生

物
電
気
化
学
の
研
究

テ
ー
マ
（
図
表
）
に
つ
い

て
お
示
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
は
、
植
物
が

行
っ
て
い
る
光
合
成
を

模
倣
し
、
Ｃ
Ｏ
２
か
ら
有

機
物
を
合
成
し
よ
う
と

　

Ｃ
Ｒ
Ｆ
は
、
こ
の
よ
う

な
民
間
企
業
か
ら
の
寄

付
金
を
ベ
ー
ス
に
各
種

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
係
る

啓
発
活
動
と
し
て
の
「
広

報
活
動
」、
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む

研
究
者
の
方
々
に
助
成

金
を
交
付
す
る
「
研
究
助

成
活
動
」、
政
策
提
言
な

ど
の
「
そ
の
他
活
動
」
で

す
。

　

ま
ず
、「
広
報
活
動
」

で
す
が
、
こ
こ
で
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
義

を
、
広
く
、
専
門
家
か
ら

一
般
の
方
々
に
ま
で
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
と
は
そ
も
そ

も
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
人
間
を
含
む
自
然
界

で
Ｃ
Ｏ
２
は
ど
の
よ
う

な
循
環
を
し
、
生
物
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
か
、
な
ど
、
分
か
り

や
す
く
理
解
す
る
た
め

の
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
は
「
研
究
助
成
活

動
」
で
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
る
た
め
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起

こ
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

例
え
ば
、
植
物
は
光
合

ン
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
」
を

開
催
し
、
同
年
八
月
に
一

般
社
団
法
人
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
ド

（
Ｃ
Ｒ
Ｆ
）
を
設
立
し
ま

し
た
。

―
―
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
フ
ァ
ン
ド
の
活
動

概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

会
長
は
、
小
林
喜
光
三

菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
会
長
、
副
会
長

は
北
村
雅
良
電
源
開
発

特
別
顧
問
で
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、
化

学
、電
力
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

商
社
、
金
融
な
ど
、
六
十

以
上
の
会
社
等
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
業
種
を
超
え
た

連
携
を
も
と
に
各
種
活

動
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

り
、
封
じ
込
め
る
べ
き
」

と
い
う
世
界
的
風
潮
の

中
、
二
〇
一
九
年
一
月
の

ダ
ボ
ス
会
議
で
安
倍
元

総
理
が
「
Ｃ
Ｏ
２
は
資
源

で
あ
る
」
と
発
言
さ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

同
年
二
月
に
経
済
産

業
省
は
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
室
及
び
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
協
議
会

を
設
置
し
、
カ
ー
ボ
ン
リ

サ
イ
ク
ル
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
策
定
を
す
る
な

ど
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
重
要
な
柱
と
位
置
づ

け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
動
き
と
並

行
し
て
、
同
年
三
月
か
ら

民
間
ベ
ー
ス
の
「
カ
ー
ボ

―
―
昨
年
あ
た
り
か
ら

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク

ル
」
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
造
の
最
終

形
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２
を
資
源

と
し
て
捉
え
、
活
用
し
、

炭
素
循
環
さ
せ
る
と
い

う
考
え
方
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
は
、
化
学
、
農

林
水
産
、
材
料
、
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
の
幅

広
い
分
野
で
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

大
き
な
期
待
を
し
て
い

ま
す
。

　
「
Ｃ
Ｏ
２
は
悪
者
で
あ

　

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
化
石
燃
料
を
利
用
す
る
こ
と
は
悪
、
だ
か
ら
化
石

燃
料
は
使
用
し
な
い
、
つ
ま
り
「
脱
炭
素
」
と
い
う
考
え
で
地
球
温
暖
化

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
本
当
に
地
球
温
暖
化
問
題
を
解
決
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。「
そ

う
は
思
え
な
い
。
全
て
の
生
き
物
、
我
々
の
体
も
炭
素
で
で
き
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２
は
水
や
空
気
を
通
し
て
循
環
し
て
お
り
、
炭
素
循
環
と
い
う
概
念

が
重
要
だ
」
と
語
る
の
は
Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
橋
口
専
務
理
事
。
Ｃ
Ｒ
Ｆ
を
訪
ね
、

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
考
え
方
と
、
そ
れ
を
具
体
的
に
実
現

す
る
た
め
に
設
立
し
た
「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ン
ド
」
の
活
動
な

ど
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
は
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

一般社団法人
カーボンリサイクルファンド（ＣＲＦ）

専務理事　橋口　昌道氏

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
研
究
者
へ
の
支
援

　
　
 
国
際
連
携
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

地
方
創
生
で
実
現
へ

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
考
え
方
と

「
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」
の
考
え
方
と

Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
活
動
に
つ
い
て

Ｃ
Ｒ
Ｆ
の
活
動
に
つ
い
て

CRFは、地球温暖化問題と世界のエネルギーアクセス改善の同時解決を目指し、カーボンリサイクル
に係わる研究助成活動や広報活動等により、カーボンリサイクルイノベーション創出支援を行います。

役員
　会長 / 小林喜光 (( 株 ) 三菱ケミカルホールディングス　取締役会長 )
　副会長 / 北村雅良 (電源開発 (株 )　特別顧問 )
　
会費種別 ( 年会費 )
　法人会員 : 20 万円  / 個人会員 : 1 万円
　会員 : 64 社  12 個人 (2020 年 12 月 1 日時点 )

名称 / 一般社団法人カーボンリサイクルファンド（CRF）

設立日 / 2019 年 ( 令和元年）8月 30 日

主たる事務所 / 〒 105-0003　東京都港区西新橋三丁目 2番 1号 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Daiwa 西新橋ビル 3階

TEL：03-6432-0011

E-mail：info@carbon-recycling-fund.jp

URL：https://carbon-recycling-fund.jp/

TM

　国際連携の貢献例
　■　国際実証サイト：米国ワイオミング州 Integrated Test Center(ITC)

　Dry Fork 発電所（400MW微粉炭火力）

　ワイオミング州は
　米国最大の産炭地のひとつ

　●　新しい分離回収法により回収したCO2を EORに利用計画中
　●　CO2と石炭灰による鉱物化の取組も計画中
　●　米国ワイオミング州のDry Fork 発電所内に設置された ITCで実証試験
　　　を実施し、世界を先導する国際協力プロジェクト

　地方創生の貢献例

　■　カーボンリサイクル研究開発拠点：広島県大崎上島町

大崎クールジェンプロジェクト
CC※ 1 + IGFC※

出典 : 大崎クールジェン株式会社

国内初の石炭ガス化複合発電所（IGCC）からの
CO2分離・回収の実証試験を開始（2019 年 12月～）

■　東京湾岸ゼロエミッションイノベーション協議会

※1: Carbon Capture
※ 2: Integrated Coal Gasification Fuel Cell Combined Cycle 

　化学品、燃料、鉱物化、農業利用等、
　様々な可能性がある。

 人工光合成  微細藻培養

コンクリート製造  トマト菜園

　CRFにおける研究助成活動

　今年度は、5月 15日～ 6月 12日に公募を行い、35件の応募に対して、7月 31日
　に採択先 12件（採択 9件、条件付き採択 3件）を決定。

概要
　助成対象　　　企業、大学、法人等に属する研究者又は研究者チーム。
　募集テーマ　　社会的課題を解決するため、CO2（あるいは炭素原子）を資
　　　　　　　　源として利用するカーボンリサイクル及び関連技術等に関す
　　　　　　　　る研究。
（期待する分野）  〇エネルギー、化学、材料、バイオミミック
　　　　　　　　〇高効率なCO2分離回収やH2生産
　　　　　　　　〇農林水産、医療・ヘルスケア
　　　　　　　　〇カーボンリサイクル社会実現のための社会科学等
　評価ポイント　独創性・革新性・従来技術に対する優位性、課題設定の仕方
　　　　　　　　や企業との連携などの社会実現可能性等。
　助成規模　　　1.000 万円程度
　研究の成果等　基本的に研究者に帰属。当法人は、その成果の実用化や次ス
　　　　　　　　テップ移行への支援を行い、また、柔軟な制度の運用に努める。

　CRF研究助成活動　2020 年度採択テーマ
　12件（採択 9件、条件付き採択 3件）の助成を決定。
採択　申請分野　　　　　　　　　　　研究課題名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究代表者名（所属機関）

　　　リサイクル　　IGCC+CCS への新規低温メタノール合成触媒適応研究　　　　　　　　米山 嘉治（国立大学法人富山大学）
　　　　（化学品）　　
　　　　　　　　　　バイオマスとCO2からの含酸素化学品合成　　　　　　　　　　　　　崔 準哲（国立研究開発法人産業技術総合研究所）
　　　　　　　　　　電気化学的CO2変換のための安価で効果的な新規触媒の発見　　　　　Song Juntae（Kyushu University）
採択　　　　　　　　：付加価値のある化学物質生産に向けて
　　　　　　　　　　バイオマス、褐炭と金属媒体を用いたCO2の高効率変換　　　　　　　蘆田 隆一（国立大学法人京都大学）
　　　リサイクル　　CO2水素化反応の低温化を可能とする新規膜反応器の開発　　 　　　　古澤 毅（国立大学法人宇都宮大学）
　　　　（燃料）
　　　リサイクル　　バイオ燃料と高付加価値商品の同時生産のためのパラクロレラの育種　　原山 重明（学校法人中央大学）
　　　（生物の活用）　二酸化炭素を有機酸に変換する生物電気化学技術　　　　　　　　　　　片山 新太（国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学）
　　　　　　　　　　重イオンビーム照射による早生樹の育成に関する基盤技術の開発　　　　阿部 知子（国立研究開発法人理化学研究所）
　　　社会科学　　　正味ゼロ排出に向けた カーボンリサイクル技術イノベーションシナリオ分析　 加藤 悦史（一般財団法人エネルギー総合工学研究所）
（CR導入促進シナリオ）

条件付き採択
　　　分離回収等　　劣質炭素資源からの CO2 吸着剤の開発　　　　　　　　　　　　　　　望月 友貴（国立大学法人北海道大学）
　　　(CO2吸着材 )

　　　社会科学　　　瀬戸内「カーボンリサイクルコンビナート」の実現に向けた研究　　　　市川 貴之（国立大学法人広島大学）
(CR導入促進シナリオ )
　　　社会科学　　　水素供給に伴うGHG 排出量の調査及び評価　　　　　　　　　　　　　稲葉 敦（一般社団法人日本 LCA推進機構）
　　　(その他 )　

　二酸化炭素を有機酸に変換する生物電気化学技術
　植物が行っているCO2を取り込んで植物の体を作るように、有機物を合成し　
　ようとするチャレンジングな研究へ積極的に助成

　研究代表者（所属機関）：片山　新太（東海国立大学機構　名古屋大学） リサイクル
( 生物の活用 )

1．研究の背景及び課題
◆二酸化炭素を回収し有要物へ変換・再資源化する技術　
の中で微生物を用いる技術は、省エネルギーの観点から　
期待されている。
◆しかし、既存の手法では、二酸化炭素還元反応のために
　水素が必要であることが課題とされてきた。水素の発生
　に必要なエネルギー消費が避けられないためである。

2．課題に対する解決策
◆嫌気性酢酸生成微生物に対し、細胞外電子伝達物質を
　利用することによって、二酸化炭素を還元する事が可能で
あることを見いだした。

3．研究の特徴
◆電極材料開発と、それに適した酢酸生成微生物の選抜を行う。 ４．波及効果

◆各種工業原料となる有機酸の供給と国産化

生物電気化学合成のイメージ図

（一社）カーボンリサイクルファンド (CRF)
　組織体制、事業内容、事業スキーム

　令和元年 8月 30 日に「一般社団法人カーボンリサイクルファンド」設立
@■　組織体制
　　　会長　　小林　喜光（(株 )三菱ケミカルホールディングス　取締役会長）
　　　副会長　北村　雅良（電源開発 (株 )　特別顧問）
　■　事業内容
　　　（Ⅰ）広報活動：カーボンリサイクルに係る啓発活動
　　　（Ⅱ）研究助成活動：研究者等に対するグラント（助成金）を交付
　　　（Ⅲ）その他活動：国内外カーボンリサイクル技術動向調査、
　　　　　　　　　　　  CCUS推進のためのルール作り、政策提言等
事業スキーム

Carbon Recycling Fund Institute

Ⅰ . 広報活動 Ⅱ . 研究助成活動

Ⅲ . その他（政策提言等）

寄付

貢献

会員・一般会員・一般

国際連携

地方創生

大気　750

550

1500

35000

3 1000

陸陸

海海

河川河川

（（国立環境研究所国立環境研究所地球環境センター資料等から作成） 地球環境センター資料等から作成）
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た
住
宅
の
断
熱
リ
フ

ォ
ー
ム
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）

年
度
は
、
新
し
く
補
助
対

象
に
「
防
災
ガ
ラ
ス
窓
」

を
追
加
致
し
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨

今
、
台
風
な
ど
の
自
然
災

害
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
を
受
け
て
、
次
世
代
建

材
で
も
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

＋
省
エ
ネ
」
に
着
目
し
た

も
の
で
す
。

　

台
風
な
ど
の
強
風
に

よ
る
飛
来
物
で
ガ
ラ
ス

が
割
れ
る
と
、
室
内
の
気

圧
が
上
昇
し
て
屋
根
が

飛
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
室

内
に
風
雨
が
侵
入
し
て

水
浸
し
に
な
っ
た
り
し

て
、
避
難
所
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
避
け
る

た
め
、
新
し
く
「
防
災
ガ

ラ
ス
窓
」
を
追
加
し
た
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
同
事
業
内
の
事

業
と
し
て
、
外
張
り
断
熱

等
を
使
用
し
た
省
エ
ネ

リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す

る
た
め
、
次
世
代
リ
フ

ォ
ー
ム
実
証
事
業
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、

拡
大
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

工
期
短
縮
可
能
な
高
性

能
断
熱
パ
ネ
ル
（
真
空
断

熱
材
等
）、
断
熱
窓
、
潜

熱
蓄
熱
建
材
、
調
湿
建
材

等
の
付
加
価
値
を
有
す

る
省
エ
ネ
建
材
を
用
い

す
る
た
め
、
従
前
か
ら
そ

の
費
用
負
担
へ
の
補
助

事
業
と
し
て
支
援
を
行

い
、
二
〇
一
八
（
平
成
三

十
）
年
度
か
ら
は
環
境
省

が
当
省
と
の
連
携
事
業

と
し
て
引
き
続
き
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら

は
、「
次
世
代
省
エ
ネ
建

材
支
援
事
業
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、

住
宅
の
壁
や
天
井
、
床
等

の
大
規
模
な
解
体
工
事

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
工

事
期
間
が
比
較
的
長
期

に
わ
た
る
こ
と
、
仮
住
ま

い
の
確
保
が
必
要
と
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
住
ま

い
手
に
と
っ
て
は
コ
ス

ト
面
や
心
理
的
に
も

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
面
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
も
っ
と
簡

単
に
、
断
熱
を
は
じ
め
省

エ
ネ
に
資
す
る
リ
フ

ォ
ー
ム
が
で
き
る
建
材

に
対
す
る
支
援
が
必
要

の
約
八
割
を
占
め
る
外

皮
に
使
用
さ
れ
る
「
断
熱

材
」、「
複
層
ガ
ラ
ス
」、

「
サ
ッ
シ
」、「
硬
質
ポ
リ

ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
（
二

〇
二
〇
年
四
月
施
行
）」

を
こ
の
制
度
の
対
象
と

し
て
お
り
、
よ
り
優
れ
た

断
熱
性
能
を
持
つ
建
材

が
市
場
に
流
通
す
る
こ

と
で
、
住
宅
の
断
熱
性
能

の
向
上
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

■
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム　

　

の
推
進
と
次
世
代　

　

省
エ
ネ
建
材
支
援　

　

事
業

　

経
済
産
業
省
で
は
、
高

性
能
建
材
を
用
い
た
断

熱
リ
フ
ォ
ー
ム
を
促
進

す
。
こ
の
部
門
で
特
に
高

い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

が
期
待
さ
れ
る
分
野
が

建
築
物
・
住
宅
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
で
す
。

　

経
済
産
業
省
で
は
、
省

エ
ネ
法
に
基
づ
く
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
よ

り
、
省
エ
ネ
性
能
の
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
と
は
、
対
象
製
品
の

メ
ー
カ
ー
等
に
対
し
、
三

〜
十
年
程
度
先
に
設
定

さ
れ
る
目
標
年
度
に
お

い
て
最
も
優
れ
た
機
器

の
水
準
に
技
術
進
歩
を

加
味
し
た
基
準
（
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
）
を
満
た

す
こ
と
を
求
め
る
規
制

措
置
で
す
。

　

住
宅
か
ら
の
熱
損
失

■
建
築
物
・
住
宅
の　
　

　

省
エ
ネ
化
へ
の
期
待

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
、
徹
底
し
た
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
実
現

す
る
に
は
、
産
業
部
門
、

業
務
部
門
及
び
運
輸
部

門
に
加
え
、
石
油
危
機
以

降
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
が
約
二
倍
に
拡
大
し

た
家
庭
部
門
の
省
エ
ネ

対
策
も
重
要
と
な
り
ま

ま
で
に
新
築
住
宅
の
平
均

で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
実
現
を
目
指

す
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
、

そ
の
達
成
に
向
け
、
国
交

省
を
中
心
と
し
た
中
小
工

務
店
の
能
力
向
上
の
取
組

も
含
め
、
しっ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

環
境
省
と
し
て
の　
　

　

住
宅
分
野
の
取
組　

　

②：

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム

　

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
を

満
た
し
て
い
る
住
宅
は
、
住

宅
ス
ト
ッ
ク
約
五
千
万
戸
の

う
ち　

％
に
過
ぎ
ず
、
さ

１０

ら
に
昭
和
五
十
五
年
基
準

以
下
の
住
宅
も
約
七
割
存

在
し
ま
す
。

　

現
行
省
エ
ネ
基
準
に
比

べ
、
昭
和
五
十
五
年
基
準

の
家
は
五
割
程
度
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
が
増
え
ま
す
。こ

う
し
た
既
存
の
住
宅
ス
ト
ッ

ク
は
、二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ

ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
大

き
な
課
題
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。

　

ま
た
、こ
う
し
た
断
熱
性

能
の
低
い
家
で
の
生
活
は
、

健
康
、快
適
、経
済
性
と
い

う
観
点
か
ら
も
課
題
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。
冬
期
に
お

い
て
は
入
浴
時
の
事
故
で

亡
く
な
る
方
が
増
え
ま

す
。

　

そ
の
す
べ
て
が
ヒ
ー
ト
シ
ョ

ッ
ク
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、

最
大
二
万
人
程
度
が
入

浴
時
の
事
故
で
亡
く
な
る

と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
。

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
の
推
進

と
で
す
。
木
造
住
宅
の
平

均
寿
命
が
三
十
年
程
度
だ

と
す
る
と
、
既
に
来
年
建

設
す
る
木
造
住
宅
は
二
〇

五
〇
年
に
影
響
し
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
あ
れ

ば
よ
り
寿
命
は
長
い
。
住

宅
分
野
に
と
っ
て
、
二
〇
五

〇
年
は
遠
い
将
来
で
は
な

く
、
今
の
対
策
が
二
〇
五

〇
年
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。

　

環
境
省
と
し
て
の　
　

　

住
宅
分
野
の
取
組　

　

①：

Ｚ
Ｅ
Ｈ

　

環
境
省
と
し
て
は
、
経

済
産
業
省
・
国
土
交
通
省

と
連
携
し
つつ
、ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・ハ
ウ
ス（
Ｚ

Ｅ
Ｈ
）
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
令
和
二
年
度
は
Ｚ
Ｅ

Ｈ
を
、
令
和
三
年
度
は
Ｚ

Ｅ
Ｈ
と
よ
り
性
能
の
高
い

Ｚ
Ｅ
Ｈ
＋
に
つ
い
て
補
助

を
行
う
予
定
で
す
。

　

Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
つ
い
て
は
、

「
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
等
が
新
築
す
る

注
文
戸
建
て
住
宅
の
半
数

以
上
を
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
」
と
い
う
目

標
が
あ
り
ま
す
が
、
二
〇

一
九
年
実
績
で
二
割
程

度
と
目
標
達
成
が
厳
し
い

状
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、「
二
〇
三
〇
年

　

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、

住
宅
の
省
エ
ネ
性
能
の
向

上
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
は
極
め
て

重
要
な
分
野
で
す
。

　

長
期
戦
略
に
お
け　

　

る
住
宅
関
係
の
記
載

　

昨
年
六
月
に
我
が
国
は

「
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長

戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」

を
閣
議
決
定
し
て
い
ま
す
。

長
期
戦
略
は
昨
年
の
も
の

な
の
で
、「
今
世
紀
後
半
の

で
き
る
だ
け
早
期
の
脱
炭

素
社
会
の
実
現
」
を
目
的

と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
今
世
紀
後
半
の
状
態

像
と
し
て
、住
宅
関
係
で
は

以
下
の
記
載
が
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
新
築
住
宅
に
つ
い
て
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
カ
ー
ボ

ン
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
住
宅
を

普
及
さ
せ
る
。

●
既
築
住
宅
に
つ
い
て
も

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
や
省
エ

ネ
対
策
を
促
進

●
住
宅
や
オ
フ
ィ
ス
等
の
ス

ト
ッ
ク
平
均
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
を
正
味
で
お
お
む

ね
ゼ
ロ
以
下（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ

Ｅ
Ｂ
相
当
）
と
し
て
い
く
た

め
に
必
要
と
な
る
建
材
、

機
器
等
の
革
新
的
な
技
術

開
発
や
普
及
を
促
す
。

　

住
宅
分
野
の
特
徴
は
、

そ
の
使
用
期
間
が
長
い
こ

表
明
演
説
に
お
い
て
、二
〇

五
〇
年
ま
で
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て

ゼ
ロ
に
す
る
、
す
な
わ
ち
、

カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
を
目

指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、「
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
」
を
政
権
の
中
心

課
題
の
一
つ
に
位
置
付
け

る
と
と
も
に
、「
も
は
や
、温

暖
化
へ
の
対
応
は
経
済
成

長
への
制
約
で
は
な
く
、
積

極
的
に
温
暖
化
対
策
を

行
う
こ
と
が
、産
業
構
造
や

経
済
社
会
の
変
革
を
も
た

ら
し
、
大
き
な
成
長
に
つ
な

が
る
と
い
う
発
想
の
転
換

が
必
要
」と
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
は
、
極

め
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

す
。我
が
国
の
経
済
社
会
、

産
業
、暮
ら
し
、運
輸
交
通

等
に
も
大
き
な
変
革
が
必

要
と
な
り
ま
す
。高
い
目
標

を
掲
げ
つつ
、
そ
の
実
現
を

目
指
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

主
体
の
努
力
、あ
ら
ゆ
る
政

策
手
段
の
総
動
員
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
１
・
５
度
目
標
に
つ

い
て
、
世
界
の
科
学
者
の
集

ま
り
で
あ
る
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル
）
は
、
世
界
の

気
温
上
昇
が
１
・
５
度
を

大
き
く
超
え
な
い
た
め
に

は
、
二
〇
五
〇
年
前
後
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
正
味
ゼ

ロ
に
な
る
こ
と
が
必
要
、
と

の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
十
月
二
十
六
日
、
菅

内
閣
総
理
大
臣
は
、
所
信

　

２
０
５
０
年　
　
　

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

宣
言

　

世
界
全
体
の
気
候
変

動
対
策
の
枠
組
み
を
定
め

る
「
パ
リ
協
定
」
は
、
世
界

全
体
の
気
温
上
昇
を
工
業

化
以
前
よ
り
も
２
度
を

十
分
に
下
回
る
も
の
に
抑

え
る
こ
と
、並
び
に
１
・
５

度
ま
で
に
制
限
す
る
た
め

の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住宅の省エネ・脱炭素化へ　高性能建材の導入促進を
省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
促
進
に
関
す
る
環
境
省
の
取
組

省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
促
進
に
関
す
る
環
境
省
の
取
組

環
境
省　

地
球
環
境
局　

　

地
球
温
暖
化
対
策
課
長

小
笠
原　

靖

経
済
産
業
省　

製
造
産
業
局

　

生
活
製
品
課

　
　

住
宅
産
業
室
長

縄
田　

俊
之

御
協
力
を
い
た
だ
き
、「
み

ん
な
で
お
う
ち
快
適
化
チ

ャ
レ
ン
ジ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
、
十
一
月
二
十
六
日
か

ら
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
た
な
日
常

を
、
脱
炭
素
の
み
な
ら
ず
、

快
適
、健
康
で
、経
済
的
に

も
お
得
な
暮
ら
し
に
し
て
い

く
こ
と
を
呼
び
か
け
る
も
の

で
す
。

　

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
、
Ｚ
Ｅ

Ｈ
、
省
エ
ネ
家
電
の
普
及

促
進
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
ロ
ゴ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、使
用
い
た
だ

く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
、
Ｚ
Ｅ

Ｈ
、省
エ
ネ
家
電
推
進
の
た

め
、是
非
と
も
御
協
力
、御

活
用
く
だ
さ
い
！

フ
ス
タ
イ
ル
の
脱
炭
素
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
家
庭
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
増
を
踏
ま
え
、

在
宅
生
活
に
焦
点
を
当
て

て
、
新
た
な
日
常
の
脱
炭

素
化
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
環
境
省
は
、

冬
を
迎
え
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
と
ら
え
、
家
庭
の
省
エ

ネ
対
策
と
し
て
効
果
の
大

き
い
、断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム
・
Ｚ

Ｅ
Ｈ
化
と
省
エ
ネ
家
電
への

買
い
換
え
を
、経
産
省
・
国

土
交
通
省
と
連
携
し
、
関

係
業
界
（
住
宅
生
産
団
体

連
合
会
、
日
本
建
材
・
住

宅
設
備
産
業
協
会
、
大
手

家
電
流
通
協
会
、
全
国
電

機
商
業
組
合
連
合
会
）
の

は
、
脱
炭
素
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、健
康
、快
適
、経
済

性
と
い
う
観
点
か
ら
も
推

進
す
べ
き
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
環
境
省
と
し

て
は
、
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ムへの

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
（
戸

建
て
百
二
十
万
円
／
戸
、

集
合
住
宅
十
五
万
円
／

戸
）。
経
済
対
策
と
し
て
令

和
二
年
度
三
次
補
正
予

算
に
も
盛
り
込
む
予
定
で

す
の
で
、是
非
と
も
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
断
熱
リ
フ
ォ
ー
ム

を
進
め
る
上
で
、
内
窓
な

ど
窓
関
係
に
つ
い
て
は
比
較

的
容
易
に
で
き
る
の
で
す

が
、
壁
の
断
熱
性
の
向
上

は
、施
工
時
の
す
み
か
え
等

の
負
担
か
ら
、
な
か
な
か
進

み
ま
せ
ん
。

　

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向

け
、既
存
住
宅
の
断
熱
リ
フ

ォ
ー
ム
を
進
め
る
こ
と
は
非

常
に
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
施
工
時
に
お
け
る
顧

客
へ
の
負
担
の
少
な
い
、
例

え
ば
外
壁
に
後
付
け
で
き

る
よ
う
な
外
付
け
断
熱
リ

フ
ォ
ー
ム
工
法
な
ど
の
普
及

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

環
境
省
と
し
て
の　
　

　

住
宅
分
野
の
取
組　

　

③：

「
み
ん
な
で
お　

　

う
ち
快
適
化
チ
ャ
レ　

　

ン
ジ
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
ラ
イ

　

わ
が
国
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
に

お
い
て「
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
住

宅
分
野
、と
り
わ
け
既
存
住
宅
の
一
層
の
省
エ

ネ
化
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。経
済

産
業
省
の
縄
田
住
宅
産
業
室
長
に
解
説
し
て

い
た
だ
い
た
。

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ　

　

ル
ス
感
染
症
の
拡　

　

大
と
「
新
し
い
生
活　

　

様
式
」
へ
の
対
応

　

今
般
の
新
型
コロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な

拡
大
に
よ
り
、
内
外
経
済

は
戦
後
最
大
と
も
言
う
べ

き
危
機
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。

　

感
染
を
抑
え
な
が
ら
、

完
全
な
日
常
を
取
り
戻
し

て
い
く
た
め
の
道
の
り
は
か

な
り
の
時
間
を
要
し
、
事

業
者
の
皆
様
は
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
変

な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い

て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
対
応

（
快
適
な
温
熱
環
境
、
遮

音
環
境
等
）や
ウ
ィ
ル
スへの

対
応
（
抗
ウ
ィ
ル
ス
建
材
、

非
接
触
で
操
作
で
き
る
設

備
等
）
な
ど「
新
し
い
生
活

様
式
」への
対
応
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

建
材
・
住
宅
設
備
業
界

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、こ
の
機
会
を
積
極
的
に

捉
え
、新
た
な
建
材
・
住
宅

設
備
の
開
発
や
そ
の
魅
力

の
発
信
等
に
よ
っ
て
、
よ
り

一
層
の
需
要
拡
大
、
用
途

拡
大
等
に
取
り
組
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

気
候
変
動
対
策
に
お
い
て
は
、新
築
・
既
築
に

か
か
わ
ら
ず
、住
宅
の
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
化
が
待
っ

た
な
し
の
状
況
に
あ
る
。環
境
省
の
小
笠
原
地
球

温
暖
化
対
策
課
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
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次
世
代
省
エ
ネ
建
材
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
の
推
進

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
新
機
能
建
材
の
普
及
拡
大

既
存
住
宅
の
更
な
る
省
エ
ネ
化
と

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応

台風などの自然災害多発を受け
新しく補助対象に「防災ガラス窓」を追加

「新しい生活様式」への対応
テレワークへの対応（快適な温熱環境、遮音環境等）や

ウィルスへの対応（抗ウィルス建材、非接触で操作できる設備等）など

キャンペーンサイト　ＵＲＬ
(https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/kaiteki/)
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を
走
ら
せ
て
性
能
を
確
認

し
、早
め
早
め
に
入
れ
替
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

す
。

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
も
最

初
は
高
く
つ
き
ま
す
が
、
コ

ス
ト
を
少
し
で
も
下
げ
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
次
に
生

か
す
事
が
大
切
で
す
。
世

界
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
が
メ

ジ
ャ
ー
に
な
れ
ば
普
及
が

進
み
、
日
本
の
造
船
技
術

も
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
を
補
給
す

る
港
湾
の
整
備
も
全
国
各

地
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

―
―
日
本
郵
船
の
Ｌ
Ｎ

　

重
油
は
常
温
で
保
存
で

き
ま
す
が
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
は
極

低
温
で
す
。
船
舶
の
ど
こ
に

燃
料
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
の

か
、
燃
料
供
給
シ
ス
テ
ム
は

ど
う
す
る
の
か
、
エ
ン
ジ
ン
の

型
は
ど
う
す
る
か
、最
適
な

燃
焼
効
率
を
生
む
燃
焼

条
件
は
等
々
、
船
舶
の
設

計
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

な
り
ま
す
。

　

菅
総
理
は
、
２
０
５
０

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
ゼ
ロ
を
表
明
し
て
い
ま

す
。
船
舶
は
二
十
年
〜
三

十
年
の
長
い
ス
パ
ン
で
運
用

さ
れ
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
技

術
を
確
立
し
、
実
際
に
船

運
航
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
の
最
大
化
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。実
海
域

運
航
デ
ー
タ
を
取
得
・
分

析
し
、ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
及
び
ガ

ス
供
給
シ
ス
テ
ム
の
燃
焼
効

率
を
最
適
化
す
る
た
め
の

制
御
技
術
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

と
し
て
使
用
す
る
際
に
は
、

エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
船
舶
シ
ス

テ
ム
に
加
わ
る
運
航
時
の

負
荷
変
動
を
十
分
に
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省

と
環
境
省
は
、こ
う
し
た
実

際
の
海
域
で
航
行
し
た
際

の
負
荷
を
考
慮
し
て
Ｌ
Ｎ

Ｇ
燃
料
船
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
の
最
大
化
を
図
る
技

術
を
実
証
す
る
た
め
、「
代

替
燃
料
活
用
に
よ
る
船
舶

か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

対
策
モ
デ
ル
事
業
」
を
推

進
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
よ
っ
て
先
進

的
な
技
術
を
採
用
し
た
Ｌ

Ｎ
Ｇ
燃
料
船
を
実
際
に

建
造
し
、
実
運
航
に
お
い
て

効
果
を
検
証
す
る
こ
と
で
、

よ
り
省
Ｃ
Ｏ
２
効
果
の
高

い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
技
術
の

確
立
と
普
及
促
進
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
の
実

　

環
境
省
と
し
て
は
、
内

航
海
運
の
Ｃ
Ｏ
２
等
の
排

出
を
減
ら
す
の
が
目
的
で

す
が
、
技
術
的
に
は
内
航
、

外
航
ど
ち
ら
も
使
え
る
よ

う
な
技
術
を
確
立
し
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
燃
料
船
を
メ
ジ
ャ
ー

と
し
て
い
く
の
が
狙
い
で
す
。

―
―
現
在
の
船
舶
燃
料
は

基
本
的
に
重
油
で
す
ね
。

　

き
れ
い
な
重
油
か
ら
ベ
タ

ベ
タ
の
重
油
ま
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
安
い
Ｃ
重
油
が

最
も
幅
広
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天

然
ガ
ス
）
は
、
重
油
と
比
較

し
て
Ｃ
Ｏ
２
は
約　

％
削

２５

減
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
は
約　

〜　
４０

７０

％
削
減
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
削
減
、粒
子
状

物
質
を
ほ
ぼ
１
０
０
％

削
減
で
き
る
ク
リ
ー
ン
な
燃

料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
船
舶
は
荒
れ
た

天
候
も
含
め
様
々
な
気

象
・
海
象
の
下
で
運
航
す

る
た
め
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
燃
料

量
が
多
く
、
そ
ち
ら
が
世

界
的
に
大
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

世
界
の
環
境
規
制
は

益
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

あ
る
海
域
を
通
る
と
き
は

Ｃ
Ｏ
２
や
Ｓ
Ｏ
Ｘ
、
Ｎ
Ｏ

Ｘ
な
ど
排
出
す
る
も
の
は

一
定
以
上
に
下
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

推
進
性
能
の
擦
れ
た
船

舶
を
開
発
す
る
ハ
ー
ド
対

策
、
最
適
航
海
航
路
計
画

に
よ
る
効
率
的
な
運
航
を

図
る
ソ
フ
ト
対
策
と
同
時

に
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い

「
代
替
燃
料
活
用
」
に
注

力
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

す
。

本
全
体
の　

・
９
％
に
な

１５

り
ま
す
。

　

一
方
、
内
航
海
運
は
運

輸
部
門
の
約
５
％
、
日
本

全
体
の
１
％
で
す
。少
な
い

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
他

に
外
航
海
運
が
あ
り
、
関

係
国
が
多
岐
に
わ
た
る
の

で
各
国
の
枠
に
は
入
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、内
航
海
運
よ

り
圧
倒
的
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出

―
―
船
舶
は
Ｃ
Ｏ
２
を

ど
の
く
ら
い
排
出
し
て

い
る
の
で
す
か
。

　

二
〇
一
八
年
度
の
わ
が

国
の
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量
は

十
一
億
ト
ン
強
、
う
ち
運

輸
部
門
が
二
億
一
千
万
ト

ン
で　

・
５
％
を
占
め
て
い

１８
ま
す
。
運
輸
部
門
で
圧
倒

的
に
多
い
の
が　

・
２
％
を

８６

排
出
す
る
自
動
車
で　

日

代
替
燃
料
活
用
に
よ
る
船
舶
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
対
策
モ
デ
ル
事
業

　

環
境
省
と
国
土
交
通
省
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
の
省
Ｃ
Ｏ
２
効
果
を
最
大

化
す
る
技
術
を
実
証
す
る
た
め
、
実
証
費
用
の
補
助
制
度
（
補
助
率
１
／

２
）
を
平
成
三
十
年
度
に
創
設
し
、
令
和
二
年
度
ま
で
の
三
か
年
計
画
で

「
代
替
燃
料
活
用
に
よ
る
船
舶
か
ら
の　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
対
策
モ
デ
ル

事
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。
環
境
省
を
訪
ね
、
加
藤
地
球
温
暖
化
対
策
事

業
室
長
に
解
説
し
て
頂
い
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

環
境
省　

地
球
環
境
局

　

地
球
温
暖
化
対
策
課

　
  
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
室
長

加
藤　

聖
氏

船
舶
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
大
幅
に
削
減

海
運
の
ク
リ
ー
ン
化
に
向
け
て

「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
」の
技
術
を
実
証

　
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ　

Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」は
、ト
ヨ
タ

自
動
車
向
け
を
は
じ
め

と
す
る
完
成
車
輸
送
に

従
事
し
、
完
成
車
の
ク

リ
ー
ン
な
輸
送
に
貢
献
し

て
い
く
で
し
ょ
う
。
商
船

三
井
内
航
ら
と
川
崎
汽

船
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
も

今
年
度
内
に
竣
工
予
定

で
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｇ
燃
料
自
動
車
専
用
船

「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ　

Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
が
十
月
に

竣
工
し
ま
し
た
ね
。

　

こ
の
事
業
で
採
択
さ
れ

た
本
邦
初
の
大
型
Ｌ
Ｎ

Ｇ
燃
料
船
で
す
。
実
海
域

運
航
デ
ー
タ
を
取
得
・
分

析
し
、
燃
焼
効
率
を
最
適

化
す
る
た
め
の
制
御
技
術

の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。＜採択事業者一覧＞

○川崎汽船株式会社　ＬＮＧ燃料自動車運搬船によるＬＮＧ燃
　　　　　　　　　　 焼の最適化及びＣＯ 2削減効果の検証

○株式会社商船三井内航　ＬＮＧ燃料船の実運航のＤＦモード 
    協同海運株式会社          稼働域拡大によるＣＯ2排出削減
　株式会社テクノ中部　　の最大化を図る技術実証

○日本郵船株式会社　大型自動車運搬船におけるＬＮＧ燃料化   

によるＣＯ 2排出削減の最大化を図る技術実証
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十
月
二
十
八
日
、
日
本

郵
船
が
株
式
会
社
新
来

島
ど
っ
く
に
発
注
し
て

い
た
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天

然
ガ
ス
）
を
主
燃
料
と
す

る
自
動
車
専
用
船
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ　

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ

Ｅ
Ｒ
（
以
下
「
本
船
」）

が
、
株
式
会
社
新
来
島
豊

橋
造
船
（
愛
知
県
豊
橋

市
）で
竣
工
し
、同
日
、日

本
郵
船
社
へ
引
き
渡
さ

れ
た
。

　

二
〇
五
〇
年
ま
で
に

輸
送
単
位
当
た
り
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
半
減
さ

せ
る
、
当
社
の
環
境
経
営

目
標
の
達
成
に
向
け
た

大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

　

本
船
は
国
内
造
船
所

で
建
造
さ
れ
る
初
の
大

型
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
で
、
Ｌ

Ｎ
Ｇ
燃
料
化
と
船
型
改

良
に
よ
り
、
従
来
の
重
油

焚
き
機
関
と
比
べ
、
輸
送

単
位
あ
た
り
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
約　

％
改
善

４０

し
、
硫
黄
酸
化
物
（
Ｓ
Ｏ

Ｘ
）
の
排
出
量
は
約　
９９

％
、
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ

Ｘ
）
は
約　

％
の
削
減
を

８６

見
込
む
、
次
世
代
環
境
対

応
船
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
向
け
を
は
じ
め
と
す

る
完
成
車
輸
送
に
従
事

し
、
完
成
車
の
ク
リ
ー
ン

な
輸
送
に
貢
献
し
て
い

く
。

　

な
お
、
本
船
は
環
境
省

お
よ
び
国
土
交
通
省
の

「
代
替
燃
料
活
用
に
よ

る
船
舶
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
対
策
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
採
択
さ
れ

支
援
を
受
け
て
い
る
。

　

同
社
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料

を
将
来
的
な
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
船
を
実
現
す

る
ま
で
の
ブ
リ
ッ
ジ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
位
置
付
け
、
今
後
約　
１０

年
間
は
新
造
自
動
車
専

用
船
を
す
べ
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ

燃
料
船
と
し
、
二
〇
三
〇

年
代
半
ば
頃
か
ら
は
水

素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
、

よ
り
環
境
負
荷
の
低
い

舶
用
燃
料
を
用
い
た
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
船
へ

の
切
り
替
え
を
目
指
し

て
い
る
。

　

同
社
グ
ル
ー
プ
は
中

期
経
営
計
画�

Staying
A
head

2022
w
ith
D
igit

alization
and
G
reen
�

に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
経

営
戦
略
に
取
り
込
み
、
事

業
活
動
を
通
じ
社
会
の

持
続
的
な
発
展
に
貢
献

す
る
と
と
も
に
、
企
業
価

値
を
向
上
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
く
。

　

自
動
車
船
隊
に
お
け

る
次
世
代
環
境
対
応
船

へ
の
リ
プ
レ
ー
ス
の
推

進
も
そ
の
取
り
組
み
の

一
つ
で
あ
る
。

本
邦
初
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
自
動
車
専
用
船

　

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ　

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
が
竣
工

　
　

２
０
５
０
年
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

　
　
　
　
　
　

削
減
目
標
へ
大
き
な
一
歩

日本郵船

［住宅の省エネ化と脱炭素化］

月
に
施
行
し
た
「
住
宅
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
」
へ
の

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
対
象
追

加
を
契
機
と
し
て
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先
導

事
業（
省
Ｃ
Ｏ
２
型
）に
お

い
て
、「
賃
貸
住
宅
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
事
業
者
部
門
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

当
部
門
で
は
、
①
外
皮

性
能
が
住
棟
全
体
で
省
エ

ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ

と
、
②
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
（
Ｂ
Ｅ
Ｉ
）
が

住
棟
全
体
で
０
・　

以
下

８５

と
い
っ
た
住
宅
の
省
エ
ネ

性
能
が
要
件
に
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
③
流
通
段
階

（
物
件
掲
載
サ
イ
ト
・
広

告
等
）
に
お
け
る
省
エ
ネ

性
能
表
示
を
促
進
す
る

Ｈ
に
対
す
る
補
助
額
は
、

原
則
一
戸
あ
た
り
百
四

十
万
円
以
内
、
四
戸
以
上

の
施
工
経
験
を
有
す
る

事
業
者
の
場
合
百
二
十

五
万
円
以
内
と
し
て
い
ま

す
。　

こ
う
し
た
支
援
策

を
活
用
し
つ
つ
三
省
連
携

し
な
が
ら
、引
き
続
き
、Ｌ

Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

３
�
賃
貸
住
宅　
　
　

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー　
　

　

事
業
者
部
門
に　
　

　

つ
い
て

　

令
和
元
年
五
月
に
改

正
し
た
建
築
物
省
エ
ネ
法

の
う
ち
、
令
和
元
年
十
一

ま
す
。

　

本
事
業
に
お
い
て
Ｚ
Ｅ

Ｈ
と
し
て
補
助
の
対
象
と

な
る
木
造
住
宅
は
、
①
年

間
で
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
が
正
味
で
概
ね
ゼ

ロ
と
な
る
こ
と
、
②
外
皮

性
能
が
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
強
化

外
皮
基
準
以
下
と
な
る
こ

と
を
要
件
と
し
て
い
ま

す
。

　

本
事
業
の
う
ち
Ｚ
Ｅ

し
て
、国
土
交
通
省
で
は
、

地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化

事
業
に
よ
り
、
中
小
工
務

店
が
連
携
し
て
建
築
す
る

Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
対
し
て
も
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
地
域
に
お

け
る
木
造
住
宅
生
産
体

制
を
強
化
し
環
境
負
荷
の

低
減
を
図
る
た
め
、
中
小

工
務
店
な
ど
が
、
木
材
・

建
材
流
通
等
の
関
連
事

業
者
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ

を
構
築
し
て
整
備
す
る
省

エ
ネ
性
能
や
耐
久
性
に
優

れ
た
木
造
住
宅
に
対
し
て

支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

中
小
工
務
店
や
関
連

事
業
者
か
ら
な
る
グ
ル
ー

プ
を
公
募
し
、
採
択
さ
れ

た
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る

中
小
工
務
店
な
ど
が
木

造
住
宅
の
建
設
を
行
う

場
合
に
支
援
を
行
っ
て
い

後
の
原
則
三
年
間
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
と
省
Ｃ

Ｏ
２
技
術
導
入
の
成
果
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
額
は
、
一
戸
あ
た

り
百
二
十
五
万
円
以
内

で
、
断
熱
強
化
や
暖
冷
房

設
備
、
給
湯
設
備
、
換
気

設
備
、
照
明
設
備
な
ど
の

省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
対
策

に
資
す
る
工
事
の
掛
か
り

増
し
費
用
の
１
／
２
を

補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

２
�地
域
型
住
宅
グ　

　

リ
ー
ン
化
事
業
に
お

　

け
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
つ
い

　

て

　

経
済
産
業
省
・
環
境
省

と
三
省
で
連
携
し
て
取
り

組
む
Ｚ
Ｅ
Ｈ
へ
の
支
援
と

結
果
が
０
以
下
と
な
る

も
の
、
②
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
も
の
、

③
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
Ｂ

＋
ラ
ン
ク
又
は
長
期
優
良

住
宅
の
認
定
を
受
け
た

も
の
、
こ
れ
ら
の
要
件
を

す
べ
て
満
足
す
る
戸
建
住

宅
を
新
築
す
る
事
業
で
、

省
Ｃ
Ｏ
２
の
波
及
、
普
及

に
資
す
る
も
の
に
つ
い
て

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
の
運
用
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
計
測

及
び
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削

減
効
果
の
実
証
に
関
す
る

計
画
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
成

よ
り
、
建
設
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も
含
め
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
通
じ
て
Ｃ
Ｏ
２

の
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
に
す

る
住
宅
で
す
。

　

国
土
交
通
省
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先
導

事
業
（
省
Ｃ
Ｏ
２
型
）
で

は
、
省
Ｃ
Ｏ
２
の
実
現
性

に
優
れ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
住

宅
・
建
築
物
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
公
募
し
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
に
対

し
て
の
支
援
で
は
、
①
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
２
）を
算
定
し

　

１
�
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅　

　
　

に
対
す
る
支
援

　

国
土
交
通
省
で
は
、
先

導
的
な
低
炭
素
住
宅
と

し
て
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
住
宅

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
）
の
新

築
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
と
は
、

住
宅
の
長
い
寿
命
の
中

で
、建
設
・
運
用
・
廃
棄
時

に
お
い
て
で
き
る
限
り
の

省
Ｃ
Ｏ
２
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
太
陽
光
発
電
な

ど
を
利
用
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
に

LCCMやZEHなど
国
土
交
通
省　

住
宅
局　

住
宅
生
産
課

　
　

住
宅
環
境
企
画
室　

編

　
「
徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現
」

の
実
現
に
は
、
住
宅
分
野
の
一
層
の
省
エ
ネ

化
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
国
土
交

通
業
省
の
住
宅
環
境
企
画
室
に
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。
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取
り
組
み
や
、
④
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
等
の
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
に
向
け
た
事
業

者
と
し
て
の
取
り
組
み
を

求
め
る
な
ど
、
賃
貸
住
宅

の
供
給
事
業
者
と
し
て
も

先
導
的
な
取
り
組
み
を

求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

４
�
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル　

　

建
築
物
等
先
導
事　

　

業
（
省
Ｃ
Ｏ
２
型
）　

　

の
事
例
集
に
つ
い
て

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物

等
先
導
事
業
（
省
Ｃ
Ｏ
２

型
）で
は
、一
般
部
門
で
採

択
を
受
け
た
事
例
を
い
く

つ
か
選
定
し
、
事
例
集
と

し
て
デ
ー
タ
を
公
表
し
、

現
在
は
印
刷
冊
子
（
写

真
）
も
無
料
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

　

ご
興
味
あ
る
方
は
、
是

非
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住
宅
で
Ｃ
Ｏ
２
収
支
を
マ
イ
ナ
ス
に

中
小
工
務
店
が
連
携
し
て
建
築
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
に
支
援

「
賃
貸
住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
者
部
門
」を
創
設

住
宅
の
省
エ
ネ
化
と
脱
炭
素
化
へ

国
土
交
通
省
の
支
援
制
度

「全国で展開される
　　　　　　　　省ＣＯ 2の取り組み」

～検　索～
（https://www.jsbc.or.jp/seminar/co2
_Jireishu2009.html）
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○協賛（ENEX）：（予定）
板硝子協会、ウレタンフォーム工業会、ESCO・エネル
ギーマネジメント推進協議会、一般財団法人家電製品
協会、硝子繊維協会、公益財団法人交通エコロジー・
モビリティ財団、一般財団法人 コージェネレーション・
エネルギー高度利用センター、一般社団法人産業環
境管理協会、一般社団法人情報通信ネットワーク産業
協会、一般社団法人全国スーパーマーケット協会、一
般財団法人石油エネルギー技術センター、石油連盟、
一般社団法人セメント協会、一般社団法人ソーラーシ
ステム振興協会、一般財団法人地球産業文化研究
所、電気事業連合会、一般社団法人電子情報技術産
業協会、一般社団法人日本エレクトロヒートセンター、
一般社団法人日本ガス協会、一般社団法人日本ガス
石油機器工業会、一般社団法人日本機械工業連合
会、一般社団法人日本工業炉協会、一般社団法人日
本自動車研究所、一般財団法人日本自動車工業会、
一般社団法人日本自動車連盟、一般財団法人日本消
費者協会、一般社団法人日本照明工業会、公益財団
法人日本生産性本部、公益社団法人日本セラミック
ス協会、日本暖房機器工業会、日本チェーンストア協
会、一般社団法人日本鉄鋼連盟、一般社団法人日本
電機工業会、一般社団法人日本内燃力発電設備協
会、一般社団法人日本熱供給事業協会、一般社団法
人日本バルブ工業会、一般社団法人日本ビルエネル
ギー総合管理技術協会、一般社団法人日本ファイン
セラミックス協会、一般社団法人日本分析機器工業
会、一般社団法人日本ボイラ協会、一般社団法人日本
陸用内燃機関協会、公益社団法人日本冷凍空調学
会、一般社団法人日本冷凍空調工業会、一般社団法
人日本冷凍空調設備工業連合会、一般社団法人日本
ロボット工業会、一般社団法人ニューオフィス推進協
会、一般財団法人ヒートポンプ・蓄熱センター、一般社
団法人ビジネス機械・情報システム産業協会、一般社
団法人ビルディング・オートメーション協会、ロック
ウール工業会

開催概要
○名称：ENEX2021 第 45 回地球環境とエネルギーの調和展
　　　　　（Energy and Environment Exhibition）
○主催：一般財団法人省エネルギーセンター
○名称：DER Japan 2021 (Distributed Energy Resources Japan)
○主催：株式会社 JTBコミュニケーションデザイン
○同時開催：第 15回再生可能エネルギー世界展示会＆フォーラム　　
RENEWABLE ENERGY 2020
○主催：特定非営利活動法人再生可能エネルギー協議会
○共催：国立研究開発法人新エネルギー ･産業技術総合開発機構
　国立研究開発法人産業技術総合研究所、国立研究開発法人科学技術振興機構
　一般財団法人新エネルギー財団（以上予定）
○公式サイト：http://www.renewableenergy.jp
○日時：展示会開催（東京ビッグサイト）：2020 年 12月 9日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 11日　（金）10:00 ～ 17:00
○オンライン展示期間：2020 年 10月 26日（月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 2021 年 1月 15日（金）
○セミナーオンデマンド配信期間：2021 年 1月 13日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 1月 15日（金）
○会場：東京ビッグサイト西 2ホール＆会議棟
○展示規模：(3展示会合計 )100 社、200小間（予定）
○予定来場者数：15,000 名（予定）　※同時開催展含む
○後援：（ENEX 予定）
　経済産業省、文部科学省、国土交通省、環境省、東京都、神奈川県、埼玉県、
千葉県、川崎市、さいたま市、千葉市、国立研究開発法人新エネルギー ･産業
技術総合開発機構、独立行政法人中小企業基盤整備機構、独立行政法人日本貿
易振興機構、一般財団法人新エネルギー財団、東京商工会議所、株式会社TBS
テレビ、株式会社テレビ東京、株式会社フジテレビジョン、株式会社日刊工業
新聞社、株式会社毎日新聞社、株式会社日本経済新聞社

ENEX2021 第 45回地球環境とエネルギーの調和展ENEX2021 第 45 回地球環境とエネルギーの調和展
（Energy and Environment Exhibition）　（Energy and Environment Exhibition）

展示会開催（東京ビッグサイト西 2ホール＆会議棟）：2020 年 12月 9日（水）～ 1展示会開催（東京ビッグサイト西 2ホール＆会議棟）：2020 年 12月 9日（水）～ 11日 （金）10:00 ～ 17:001 日　（金）10:00 ～ 17:00
オンライン展示期間：2020 年 10月 26日（月）～ 2021 年 1月 15日（金）オンライン展示期間：2020 年 10月 26日（月）～ 2021 年 1月 15日（金）
セミナーオンデマンド配信期間：2021 年 1月 13日（水）～ 1月 15日（金）セミナーオンデマンド配信期間：2021 年 1月 13日（水）～ 1月 15日（金）
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２０２０年（令和２年）１２月７日　　　　　   （8）
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経　産　新　報［再生可能エネルギー］

主
体
的
か
つ
計
画
的
に

対
応
す
る
「
プ
ッ
シ
ュ

型
」
へ
の
系
統
形
成
に
向

け
た
検
討
を
二
〇
五
〇

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
も
見
据
え
て
更
に

進
め
て
い
き
ま
す
。　　

　

さ
ら
に
、
地
域
間
連
系

線
等
の
増
強
に
要
す
る

費
用
に
つ
い
て
は
、
再
エ

ネ
導
入
に
伴
う
負
担
を

全
国
で
等
し
く
負
担
す

る
と
い
う
考
え
か
ら
、
再

エ
ネ
特
措
法
を
改
正
し
、

新
た
に
賦
課
金
方
式
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

〇
再
エ
ネ
と
共
生　
　

　

す
る
地
域
社
会　
　

　

の
構
築

　

再
エ
ネ
が
、
長
期
に
わ

た
り
安
定
的
に
発
電
す

る
電
源
と
し
て
地
域
や

社
会
に
定
着
し
て
い
く

た
め
に
は
、
地
域
か
ら
の

信
頼
確
保
が
不
可
欠
で

す
。

　

一
方
で
再
エ
ネ
の
普

及
に
伴
い
、
一
部
の
不
適

切
案
件
に
よ
り
地
域
と

の
共
生
や
発
電
事
業
終

了
後
の
設
備
廃
棄
に
対

す
る
地
元
の
懸
念
が
高

の
競
争
力
強
化
を
官
民

一
体
で
進
め
る
た
め
、

「
洋
上
風
力
の
産
業
競

争
力
強
化
に
向
け
た
官

民
協
議
会
」
を
設
立
し
、

中
長
期
的
な
洋
上
風
力

導
入
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

と
課
題
の
分
析
、
計
画
的

な
導
入
に
向
け
た
イ
ン

フ
ラ
環
境
整
備
の
在
り

方
な
ど
の
検
討
を
進
め

ま
し
た
。

　

年
内
に
開
催
予
定
の

第
二
回
官
民
協
議
会
に

て
中
間
と
り
ま
と
め
を

提
示
し
、
最
終
的
に
は
、

課
題
解
決
と
導
入
拡
大

に
向
け
た
、
具
体
的
な
方

向
性
を
示
す
「
洋
上
風
力

産
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
成

い
た
し
ま
す
。

〇
再
エ
ネ
を
支
え
る　

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の　

　

整
備

　

例
え
ば
風
力
発
電
等

の
再
エ
ネ
は
、
そ
の
適
地

に
地
域
偏
在
性
が
あ
り
、

大
都
市
で
活
用
す
る
た

め
に
は
系
統
容
量
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
既
存
系
統

を
最
大
限
活
用
す
る
「
日

本
版
コ
ネ
ク
ト
＆
マ

ネ
ー
ジ
」
の
取
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
系
統
の
混
雑

時
に
は
出
力
制
御
を
受

け
る
と
い
っ
た
一
定
の

条
件
の
下
で
、
新
た
な
電

源
の
送
電
網
で
の
接
続

を
早
期
に
認
め
る
「
ノ
ン

フ
ァ
ー
ム
型
接
続
」
の
二

〇
二
一
年
一
月
の
全
国

展
開
に
向
け
て
着
実
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、「
ノ

ン
フ
ァ
ー
ム
型
接
続
」
を

し
た
再
エ
ネ
が
既
存
の

石
炭
火
力
等
よ
り
も
出

力
制
御
を
受
け
や
す
い

と
い
っ
た
課
題
を
克
服

す
べ
く
、
基
幹
送
電
線
利

用
ル
ー
ル
の
抜
本
見
直

し
と
し
て
再
給
電
方
式

の
実
現
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

再
エ
ネ
の
大
量
導
入

に
は
既
存
系
統
の
最
大

限
の
活
用
に
加
え
て
、
系

統
の
増
強
・
整
備
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
電
源
か
ら

の
要
請
に
都
度
対
応
す

る
「
プ
ル
型
」
の
系
統
形

成
か
ら
、
将
来
導
入
さ
れ

う
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
電
源
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
考
慮
し
、

　

ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
が

売
電
収
益
を
向
上
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
創

出
し
、
ア
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
活
性
化

し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
の
詳
細

な
制
度
設
計
等
に
つ
い

て
は
、
現
在
議
論
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

具
体
的
な
内
容
が
決
ま

り
次
第
、
順
次
、
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
洋
上
風
力
発
電

は
、
大
量
導
入
が
可
能
で

あ
り
、
ま
た
、
コ
ス
ト
低

減
に
よ
る
国
民
負
担
の

低
減
効
果
や
経
済
波
及

効
果
が
大
き
く
、
再
エ
ネ

主
力
電
源
化
の
主
軸
を

担
っ
て
い
け
る
存
在
と

し
て
、
利
用
拡
大
の
本
格

化
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

直
近
で
は
二
〇
一
九

年
四
月
に
施
行
し
た
『
海

洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備

に
係
る
海
域
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
』

（
以
下
、「
再
エ
ネ
海
域

利
用
法
」）
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
計
四
ヶ
所
を

促
進
区
域
に
指
定
し
、
公

募
を
開
始
す
る
な
ど
、
事

業
実
施
に
向
け
た
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
七
月
に

は
洋
上
風
力
関
連
産
業

〇
再
エ
ネ
型
経
済　
　

　

社
会
の
創
造
に　
　

　

向
け
て

　

本
年
六
月
に
Ｆ
Ｉ
Ｐ

制
度
の
導
入
、
廃
棄
等
費

用
積
立
制
度
の
設
立
、
系

統
賦
課
金
の
導
入
等
を

内
容
と
す
る
再
エ
ネ
特

措
法
の
改
正
法
を
含
む
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靱

化
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
法
律
の
具

体
化
を
含
め
た
再
エ
ネ

政
策
全
体
の
再
構
築
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
再
エ
ネ

が
社
会
に
と
っ
て
当
た

り
前
と
な
る
、
再
エ
ネ
型

経
済
社
会
を
創
造
す
る

た
め
、
①
競
争
力
あ
る
再

エ
ネ
産
業
へ
の
進
化
、
②

再
エ
ネ
を
支
え
る
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
③
再

エ
ネ
と
共
生
す
る
地
域

社
会
の
構
築
の
三
つ
の

論
点
に
つ
い
て
議
論
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

〇
競
争
力
あ
る　
　
　

　

再
エ
ネ
産
業　
　
　

　

へ
の
進
化

　

ま
ず
、
発
電
コ
ス
ト
の

低
下
に
伴
い
競
争
力
を

持
つ
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
る
電
源
等
に
つ
い

て
は
、
電
力
市
場
へ
の
統

合
の
観
点
か
ら
、
二
〇
二

二
年
度
よ
り
電
力
市
場

に
連
動
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｐ
（F

eed-in
Prem

ium

）
制
度

を
新
た
に
導
入
し
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
で
は
、
再

エ
ネ
発
電
事
業
者
が
市

場
で
売
電
を
し
た
場
合

に
、
市
場
価
格
を
も
と
に

算
定
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア

ム
が
再
エ
ネ
発
電
事
業

者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
例
え
ば

蓄
電
池
を
活
用
し
、
市
場

価
格
の
低
い
昼
に
蓄
電

し
、
市
場
価
格
の
高
い
夕

方
に
売
電
す
る
な
ど
の

工
夫
を
行
う
と
い
っ
た
、

再
エ
ネ
発
電
事
業
者
に

市
場
を
意
識
し
た
発
電
・

売
電
行
動
が
促
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
再
エ
ネ

の
電
力
市
場
へ
の
統
合

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
の
導
入

に
よ
り
、
重
要
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
な
る
と
想
定
さ

れ
る
の
が
、
複
数
の
発
電

設
備
を
束
ね
た
上
で
、
需

給
管
理
の
効
率
化
を
行

う
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
で

す
。

ラ
ル
に
向
け
て
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
八
割
以
上

を
占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
に
お
い
て
、
徹
底
し

た
電
化
と
電
力
の
脱
炭

素
化
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
主
力
電
源

化
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
い
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）は
、脱

炭
素
化
の
鍵
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

○
再
エ
ネ
の
現
状　
　

　

に
つ
い
て

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
導
入
（
二

〇
一
二
年
七
月
）
以
降
、

太
陽
光
発
電
を
中
心
に

再
エ
ネ
の
導
入
が
進
み
、

直
近
（
二
〇
一
九
年
度
速

報
値
）
の
電
源
構
成
に
占

め
る
再
エ
ネ
比
率
は　

・
１８

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
機
関
の
分

析
に
よ
る
と
、
日
本
の
再

エ
ネ
導
入
量
は
世
界
第

六
位
、
こ
の
う
ち
太
陽
光

は
世
界
第
三
位
で
す
。
発

電
電
力
量
は
二
〇
一
二

年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま

で
の
間
に
約
三
倍
に
増

加
し
て
お
り
、
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
増
加
ス

ピ
ー
ド
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
欧
州
先
進
国

と
比
較
し
た
際
に
日
本

の
再
エ
ネ
比
率
は
い
ま

だ
低
い
水
準
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
再
エ
ネ
コ
ス
ト

も
国
際
水
準
と
比
較
し

て
十
分
に
低
減
し
た
と

は
言
え
ず
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度

に
伴
う
国
民
負
担
は
二

兆
円
を
超
え
て
い
る
の

も
事
実
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
我
が

国
に
お
い
て
再
エ
ネ
を

「
主
力
電
源
」
と
し
て
社

会
に
定
着
さ
せ
る
べ
く
、

コ
ス
ト
低
減
の
加
速
化

を
図
る
と
と
も
に
、
長
期

安
定
的
な
電
源
と
し
て

最
大
限
導
入
を
進
め
る

た
め
の
取
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

立
ち
向
か
う
べ
く
、
先

般
、
菅
総
理
に
よ
り
、
二

〇
五
〇
年
ま
で
に
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全

体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、

二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
宣
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

○
２
０
５
０
年
カ
ー　

　

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ　

　

ル
に
向
け
て

　

今
や
気
候
変
動
問
題

は
人
類
共
通
の
危
機
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
危
機
に

コ
ス
ト
を
低
減
し
長
期
安
定
的
な
電
源
と
し
て
導
入

　

世
界
で
は
、脱
炭
素
化
の
鍵
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

大
量
導
入
が
進
ん
で
い
る
。日
本
は
ど
う
な
の
か
、課
題
は
何
な
の
か
、資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
清
水
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長
に
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。

経
済
産
業
省

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長清

水
淳
太
郎
氏

再エネ主力電源化向けた取組を加速化

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
東
電
Ｈ
Ｄ
）
は
、
千
葉
県
銚
子
市
の

南
沖
合
に
設
置
し
た
洋
上
風
力
発
電
設
備
を
二
〇
一
九
年
一
月
一
日
か
ら

「
銚
子
沖
洋
上
風
力
発
電
所
」
と
し
て
商
用
化
し
て
い
る
。

　

国
内
初
の
沖
合
洋
上
風
力
発
電
所
だ
。
こ
の
洋
上
風
力
発
電
設
備
は
、

二
〇
一
三
年
一
月
に
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
と
共
同
で
設
置
し
た
も
の
で
、
二
〇
一
七
年

三
月
ま
で
実
証
実
験
に
利
用
し
て
い
た
。

　

設
置
し
た
発
電
設
備
の
出
力
は
２
・
４
Ｍ
Ｗ
（
２
４
０
０
�
）。
着
床

式
で
設
置
し
て
い
る
。

　

写
真
は
、
銚
子
沖
に
設
置
し
た
洋
上
風
力
発
電
設
備
。
奥
に
見
え
る
の

は
風
況
観
測
タ
ワ
ー
（
東
電
Ｈ
Ｄ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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�

������������

������������
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�
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�
�
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日
本
の
再
エ
ネ
導
入
量
は
世
界
第
六
位 
太
陽
光
は

第
三
位
に

�

再
エ
ネ
型
経
済
社
会
創
造
へ

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
強
靱
化
法
が
成
立
」

2022 年度より 電力市場に連動したＦＩＰ制度を導入
重要なプレーヤーとなるアグリゲーター

大量導入が可能  洋上風力の官民協議会を設立

ま
っ
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
地
域

で
の
先
進
的
な
取
組
事

例
の
共
有
の
場
と
し
て

情
報
連
絡
会
を
開
催
し
、

情
報
共
有
を
進
め
る
と

同
時
に
、
条
例
は
地
元
と

の
対
話
の
枠
組
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
条
例
策
定

を
後
押
し
す
る
た
め
、
今

後
、
条
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
構
築
を
行
う
予
定
で

す
。

　

ま
た
、
小
出
力
発
電
設

備
を
対
象
と
し
た
保
安

規
制
の
強
化
や
、
標
識
・

柵
塀
の
設
置
義
務
違
反

と
い
っ
た
案
件
に
対
す

る
指
導
等
の
措
置
を
と

っ
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
二
〇
二
二
年

四
月
に
施
行
さ
れ
る
改

正
再
エ
ネ
特
措
法
で
は

太
陽
光
発
電
の
廃
棄
等

費
用
の
外
部
積
立
て
を

原
則
義
務
化
し
、
事
業
者

自
身
が
責
任
を
も
っ
て

発
電
設
備
を
適
切
か
つ

確
実
に
廃
棄
処
理
す
る

よ
う
に
促
し
て
お
り
ま

す
。

〇
結
び

　

再
エ
ネ
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確

保
や
環
境
負
荷
の
低
減

を
図
る
上
で
重
要
な
低

炭
素
の
国
産
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
で
す
。
あ
ら
ゆ
る

政
策
を
総
動
員
し
、
引
き

続
き
、
再
エ
ネ
の
主
力
電

源
化
お
よ
び
そ
の
先
に

あ
る
二
〇
五
〇
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

再エネは適地に地域偏在性

「日本版コネクト＆マネージ」を進める
系統の増強・整備へ「プッシュ型」への系統形成に
再エネは地域からの信頼確保が不可欠

再エネ型経済社会の創造に向けて～主力電源化の早期実現～
＜これまで＞：再エネの導入拡大と課題の克服

FIT 創設 FIT 抜本見直し
（課題）
発電コスト
事業規律
系統制約
etc.

FIP 制度
廃棄費用積立制度
系統賦課金　etc.

再エネ
価値の
更なる
高まり

脱炭素化への挑戦

①競争力ある再エネ産業への進化①競争力ある再エネ産業への進化

②再エネを支える社会インフラの整②再エネを支える社会インフラの整備備

③再エネと共生する地域社会の構築③再エネと共生する地域社会の構築

＜今後＞：再エネ型経済社会の創造

再エネを核とした経済へ

お問合せ先お問合せ先
ENEX/DER Japan 展示会事務局ENEX/DER Japan 展示会事務局

( 株 )JTB コミュニケーションデザイン( 株 )JTB コミュニケーションデザイン
〒 105-8335 東京都港区芝 3-23-1 セレスティン芝三井ビルディング〒 105-8335 東京都港区芝 3-23-1 セレスティン芝三井ビルディング

TEL：03-5657-0762 FAX：03-5657-0645 E-TEL：03-5657-0762　FAX：03-5657-0645　E-mail：low-cf@jtbcom.co.jpmail：low-cf@jtbcom.co.jp

　
　

月
9
日
（
水
）
〜　

日

12

11

分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
融
合
展

「
Ｄ
Ｅ
Ｒ 
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 
２
０
２
１
」
を
初
開
催

 
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２
０
２
１
」
と
同
時
に

　

一
般
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
配
信
等
）
を

活
か
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
の
展
示
会
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
幅

広
い
来
場
層
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ

イ
ン
展
示
や
見
込
顧
客

の
名
刺
情
報
取
得
、メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
活
用
し

た
ユ
ー
ザ
ー
の
課
題
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
商

談
の
実
施
な
ど
新
た
な

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
ご
用
意
い
た
し
ま
し

た
。
ご
出
展
の
皆
様
に

は
ブ
ー
ス
出
展
と
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
セ
ッ

ト
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

一
般
財
団
法
人
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

　

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ

イ
ン

体
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
総

合
展
を
目
指
し
、
皆
様

の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
業
界
の

発
展
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

従
来
型
の
展
示
会
と

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の 　
　

　

ハ 
イ
ブ
リ
ッ
ド　
　

　

開
催
に
つ
い
て

　

新
製
品
の
発
表
、
見

込
顧
客
や
協
業
先
の
新

規
開
拓
、
取
引
先
と
の

商
談
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
に
お
い
て
も
皆
様
に

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の

場
と
し
て
当
展
を
最
大

限
ご
活
用
い
た
だ
き
た

く
、
今
回
は
ブ
ー
ス
出

展
を
中
心
と
し
た
従
来

型
の
展
示
会
に
加
え
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
特
性
（
オ

ン
ラ
イ
ン
展
示
や
商
談
、

　

さ
ら
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
今
後

ま
す
ま
す
重
要
と
な
る

再
エ
ネ
分
野
は
、ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

最
大
化
に
向
け
て
自
家

消
費
や
地
産
地
消
と
い

っ
た
取
り
組
み
が
加
速

し
て
い
る
中
、
こ
の
度

「
第　

回
再
生
可
能
エ

１５
ネ
ル
ギ
ー
世
界
展
示
会

＆
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
主
催：

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

協
議
会
）」
と
の
同
時
開

催
を
通
じ
、
省
エ
ネ
と

再
エ
ネ
の
取
り
組
み
を

強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

主
催
者
と
し
ま
し
て

は
、
展
示
会
等
を
通
じ

徹
底
し
た
省
エ
ネ
型
社

会
の
構
築
と
共
に
、
わ

が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
産
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
と
し
て
需
給
一

　

開
催
趣
旨

　

わ
が
国
に
お
け
る
２

０
５
０
年
に
向
け
た
脱

炭
素
化
の
推
進
に
は
、エ

ネ
ル
ギ
ー
の
一
層
の
効

率
利
用
に
よ
る
消
費
削

減
や
再
エ
ネ
リ
ソ
ー
ス
の

有
効
活
用
、
そ
し
て
こ

れ
ら
を
電
力
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
分
散
化
技

術
に
よ
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。当
展
で
は

こ
の
実
現
の
た
め
、
新
た

に
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
融
合

展
「
Ｄ
Ｅ
Ｒ　

Ｊ
ａ
ｐ

ａ
ｎ　

２
０
２
１
」
を

初
開
催
し
、
わ
が
国
最

大
級
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
総

合
展
で
あ
る
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ

Ｘ
２
０
２
１
」
と
同
時

開
催
い
た
し
ま
す
。
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